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校章の由来

県立三中を意味した三つの剣

を組み合わせ、初代大屋校長の

考えで剛健・真剣・勤倹の三け

ん、更に智・仁・勇の三徳を兼

ねた象徴として用いられて来た
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本校舎の耐震化工事に伴うプレハブ校舎の建設工事が進む

11月16日、台風19号の影響で実施が危ぶまれた「第11

回憶い出の杜に親しむ会」が、好天のもと79名の参加で賑

やかに開催された。
、〆

７
月
に
開
か
れ
た
令
和
２
年
度
同
窓
会
通
常
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
鎌
々
た
る
歴
代
会
長
に
比
し
、
ま
こ
と
に
浅
学
非
才
で
あ
り
、
身
に
余
る
大
役
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
お
受
け
す
る
に
あ
た
り
大
い
に
蹄
蹄
い
た
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
が

続
き
、
同
窓
会
各
種
行
事
が
停
滞
、
役
員
選
考
委
員
会
の
開
催
も
思
う
に
任
せ
な
い
と
い

う
緊
急
事
態
の
中
で
は
、
こ
ち
ら
も
足
踏
み
を
続
け
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
も
と

よ
り
非
力
で
あ
る
こ
と
は
十
二
分
に
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
推
挙
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
、
同
窓
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
大
任
を
果
た
す
覚
悟
を
固
め

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
は
２
年
後
の
令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
に
は
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

長
い
歴
史
と
伝
統
に
ふ
さ
わ
し
い
さ
ら
な
る
発
展
、
そ
し
て
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
に
向

け
、
新
体
制
の
副
会
長
は
じ
め
役
員
各
位
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
邇
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

も
う
売
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
在
学
中
に
「
相
州
健
児
の
本
領
は
い
ざ
鎌
倉

に
あ
り
」
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
「
い
ざ
鎌
倉
」
と
い
っ
て
も
平
和
な
現
代
に
お

い
て
は
、
鎧
兜
に
身
を
固
め
て
馳
せ
参
じ
る
な
ど
と
い
う
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

家
族
や
地
域
、
あ
る
い
は
自
分
が
属
し
て
い
る
職
場
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
何
か
事
が
起

き
た
と
き
に
は
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く
一
肌
脱
ぐ
、
率
先
し
て
難
問
に
取
り
組
み
解
決
を

図
る
、
こ
れ
が
相
州
健
児
の
本
領
で
あ
る
と
叩
き
込
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
時
々
校
歌
を
思
い
出
し
な
が
ら
常
に
「
相
州
健
児
」
た
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
今
Ｍ
の
同
窓
会
長
就
任
が
「
い
ざ
鎌
倉
」
だ
、
な
ど
と
気
負
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
私
た
ち
の
社
会
は

大
き
く
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
も
こ
れ
か
ら
の
「
新
し
い

日
常
」
と
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
明
治
維
新
や
終
戦

に
も
比
さ
れ
る
よ
う
な
歴
史
的
節
目
の
時
に
、
ま
ず
は
新
し
い
日
常
の
巾
で
同
窓
会
活
動

を
ど
う
継
続
し
盛
り
上
げ
て
い
く
か
、
対
外
活
動
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
崩
れ
る
な
ど
部
活

動
も
思
う
に
任
せ
な
い
母
校
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
、
皆
様
と
共
に
考
え
、
一
体
と
な
っ

て
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
亜
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〆

《
熊
坂
隆
光
（
く
ま
さ
か
た
か
み
つ
）
氏
略
歴
》

１
９
４
９
年
１
月
ｎ
日
、
愛
川
町
中
津
生
ま
れ
。
厚
木
中
学
校
卒
業
。
１
９
６
７
年
（
昭
和
哩
年
）
、

厚
杢
局
校
卒
業
（
高
杓
回
）
、
１
９
７
１
年
（
昭
和
妬
年
）
、
中
央
大
学
法
学
部
卒
業
。
産
経
新
聞
社
入
社

政
治
部
記
者
、
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
、
日
本
工
業
新
間
社
社
長
、
大
阪
本
社
代
表
等
を
経
て
２
０
１
１
年
、

産
経
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
。
２
０
１
７
年
、
同
会
長
。
２
０
１
９
年
か
ら
相
談
役
。

厚
木
高
校
在
学
時
は
応
援
団
、
弁
論
部
所
属
。
２
年
生
時
に
全
日
杢
局
等
学
校
弁
論
大
会
で
最
優
秀

同
期
弁
論
部
の
三
廻
部
延
子
さ
ん
（
後
の
奥
様
）
は
関
東
大
会
（
水
戸
農
高
主
催
）
で
最
優
秀
。

ゴ

相
州
健
児
の
本
領

同
窓
会
会
僅
熊
坂
隆
光
（
高
四
回
）

ノ、
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第
一
次
世
界
大
戦
の
参
戦
国
で
あ
り

な
が
ら
戦
争
の
惨
禍
を
免
れ
た
我
が
川

が
、
空
前
の
好
最
気
に
沸
い
て
い
た
１

９
１
８
年
皿
月
か
ら
、
戦
後
不
況
と

な
っ
た
１
９
２
１
年
３
川
に
か
け
て
人

流
行
し
た
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
、
瑚

時
の
人
ｕ
５
５
０
０
万
人
に
対
し
約
２

３
８
０
万
人
が
罹
態
し
た
と
さ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
１
０
０
年
後
、
２
０
１
９

~~
~
４
１
２
川
中
川
・
武
漢
に
端
を
発
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
今
や
全
枇

界
に
感
染
が
拡
大
し
、
７
力
川
を
経
過

し
た
時
点
の
全
世
界
の
感
染
櫛
数
は
１

２
０
０
万
人
を
超
え
、
終
息
の
気
配
は

な
い
。
我
が
川
に
お
い
て
も
、
ｌ
″
に
岡
内

初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
３

月
型
日
に
は
「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
」
の
延
期
が
発
表
さ
れ
、

４
川
７
日
に
緊
急
邪
態
宙
言
が
発
令
さ

れ
て
以
降
、
綿
済
活
動
等
の
市
民
生
活

は
外
出
自
湖
な
ど
の
対
応
を
求
め
ら

れ
、
同
窓
会
活
動
に
お
い
て
も
柾
年
５

|

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

予
定
事
業
・
行
事
の
中
止
相
次
ぐ

本
部
活
動
報
告

『

～】

マスクを着用して役員会に臨む

曽根会長（中央）以下本部役員

川
４
円
に
開
惟
の
「
地
引
網
」
や
、
各

支
部
の
総
会
も
中
止
や
沸
町
議
決
な
ど

の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
例
年
６

月
末
に
開
催
の
通
常
総
会
も
、
当
初
６

″
諏
円
の
開
催
予
定
を
変
史
し
て
開
催

さ
れ
た
。

平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
が
移
る
中

で
、
就
任
か
ら
２
期
Ｈ
を
迎
え
た
曽
根

秀
敏
会
良
（
尚
陞
川
）
は
じ
め
、
今
期

は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
含
め

た
案
件
審
議
の
総
会
と
な
っ
た
。

総
会
に
先
立
ち
令
和
２
年
７
川
４
日

に
開
催
の
本
部
役
曲
会
は
、
コ
ロ
ナ
柵

の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
則
り
、
飛

沫
感
染
や
接
触
感
染
の
対
策
を
礎
り
込

ん
だ
対
応
に
よ
り
、
出
席
折
は
マ
ス
ク

軒
川
し
、
座
席
の
間
隔
も
１
メ
ー
ト
ル

以
上
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

確
保
し
て
の
特
席
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
風
紫
と
し
て
、
記
憶
に
刻
ま
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

続
い
て
、
７
川
唱
日
に
開
催
の
通
常

総
会
も
、
出
席
行
を
支
部
腿
と
理
獅
に

限
定
し
、
例
年
開
催
の
識
減
会
や
懇
親

会
は
中
止
と
な
っ
た
。

総
会
で
は
、
例
年
の
と
お
り
令
和
元

年
度
の
撫
業
鞭
僑
並
び
に
決
算
が
鮒
需

さ
れ
、
次
に
令
和
２
年
度
事
業
計
画
並

び
に
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
、

役
員
改
選
が
識
迦
と
な
り
人
興
峠
男
役

貝
選
考
委
員
会
委
員
長
（
商
Ⅳ
回
）
か

ら
、
新
会
長
と
し
て
熊
坂
隆
光
氏
（
高

畑
Ⅲ
）
氏
、
刑
会
艮
と
し
て
小
島
循
男

氏
（
商
Ⅳ
回
）
以
ド
の
次
期
役
員
名
簿

が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

〆 ヘ

令
和
沁
年
６
月
開
催
の
通
常
総
会
で

承
縄
さ
れ
た
Ⅲ
窓
林
（
憶
い
出
の
杜
）

の
更
新
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
３
月
９

日
、
愛
川
町
役
場
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
代
表
背
で
あ
る
脚
根
秀
敏
（
尚
皿

回
）
会
長
、
小
野
沢
豊
町
長
が
州
席
し
、

分
収
造
林
契
約
の
調
印
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

調
印
式
に
は
、
岡
窓
会
本
部
か
ら
碑

根
会
長
、
小
島
信
男
（
高
Ⅳ
回
）
副
会
長
、

石
塚
修
（
尚
詔
回
）
事
務
局
長
、
志
村

た
。
（
承
認
さ
れ
た
役
員
は
焔
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

な
お
、
櫛
根
秀
敏
前
会
長
に
は
、
２

期
６
年
の
腱
き
に
わ
た
り
多
く
の
各
支

部
総
会
に
参
加
す
る
な
ど
組
織
の
活
性

化
に
尽
力
さ
れ
、
愛
川
戸
陵
会
と
連
携

し
て
釦
年
ぶ
り
に
愛
川
町
と
の
分
収
迭

林
契
約
を
更
新
す
る
な
ど
、
同
窓
会
活

動
の
礎
と
な
る
多
く
の
実
績
を
残
し
て

の
退
任
と
な
っ
た
。

今
期
で
引
退
さ
れ
る
役
興
の
皆
様
に

は
、
在
任
中
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
同
窓
会
活
動
へ
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

愛
川
町
と
の
分
収
造
林

契

約

を

更

新

令和2年度事業計画 同
窓
林
〈
憶
い
出
の
杜
〉

令和2年

4月13日（月）創立118周年開校記念日

4月19日 （日）津久井戸陵会総会

睦合戸陵会総会

4月25日（土）相模原戸陵会総会

5月4日（土）地引き網会（中止）

5月 9日 （土）伊勢原戸陵会総会

5月17日 （日）綾瀬戸陵会総会

5月28日 （木）小鮎戸陵会総会

5月31日（日）平塚戸陵会総会

荻野戸陵会総会

厚木戸陵会総会

6月14日（日）関西戸陵会総会

6月20日 （土）愛川戸陵会総会

依知戸陵会総会

6月21日（日）座間戸陵会総会

6月27日 （土）海老名戸陵会総会

7月 4日 （土）役員会

大和戸陵会総会

7月12日（日）厚木連合戸陵会総会

7月18日（日）令和2年度通常総会

9月中旬 校歌祭練習会（中止）

10月10日（土）第15回青春かながわ校歌祭

（中止）

10月1 1日（日）さくら戸陵会総会

10月19日（月）第6回チヤリティ

ゴルフコンペ

1 1月14日（土）秦野戸陵会総会

1 1月21日（土）憶い出の杜に親しむ会

※未定

令和3年

3月 7日 （日）藤沢戸陵会総会

祐
一
（
高
型
同
）
事
務
局
次
長
、
地
元

愛
川
〆
陵
会
か
ら
大
貫
邦
亜
（
碕
妬
何
）

会
長
、
熊
坂
削
一
（
高
肥
回
）
副
会
長
、

小
烏
総
一
郎
（
高
Ⅳ
回
）
副
会
長
、
井

ｔ
雌
（
高
”
回
）
幹
事
長
が
出
席
し
、

愛
川
町
か
ら
は
小
野
沢
町
隆
、
什
川
進

刑
町
長
、
柏
木
徹
総
務
部
踵
、
中
村
健

二
管
財
契
約
課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

折
し
も
令
和
２
年
の
年
始
か
ら
世
間

を
騒
が
す
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
、
各
種
行
事
の
中
断

が
相
次
ぐ
中
、
一
時
は
本
調
印
式
の
開

右側から、愛川戸陵会の井上幹事長、小島副会長、熊坂副会長、大貫会長、
曽根同窓会長、小野沢町長､小島同窓会副会長石塚事務局長、志村事務局次長

~

催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
愛
川
戸
陵

会
と
愛
川
町
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
無
事

開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

桜
の
つ
ぼ
み
も
一
気
に
膨
ら
む
よ
う

な
暖
か
な
Ｈ
和
と
な
っ
た
愛
川
町
役
場

で
は
、
小
島
（
信
）
副
会
長
の
可
会
進

行
に
よ
っ
て
午
前
、
時
か
ら
の
洲
印
式

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
契
約
背

に
小
野
沢
町
長
、
曽
根
会
長
が
墨
痕
鮮

や
か
に
習
名
、
押
印
し
、
別
き
続
き
小

野
沢
町
腿
か
ら
昭
和
巧
年
の
糀
川
造
林

契
約
に
始
ま
っ
た
愛
川
町
と
の
長
い
歴

史
の
積
み
重
ね
を
回
想
し
、
今
回
の
契

約
更
新
を
契
機
と
し
て
、
愛
川
町
と
厚

木
高
校
同
窓
会
と
の
よ
り
一
肘
の
交
流

促
進
に
期
待
す
る
旨
の
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
返
礼
と
し
て
脚
根
会

便
か
ら
愛
川
町
に
対
し
て
、
今
後
も
Ⅲ

窓
会
と
し
て
管
理
貞
任
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
て
ゆ
く
旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

今
回
の
本
契
約
締
結
は
、
１
２
０
年

近
い
歴
史
を
誇
る
同
窓
会
史
の
中
で
も

３
回
目
の
特
出
す
べ
き
出
来
事
で
あ

り
、
締
結
に
至
る
ま
で
に
は
大
陵
会
長

中
心
に
地
元
愛
川
戸
陵
会
で
は
、
平
成

釦
年
か
ら
愛
川
森
林
組
合
や
愛
川
町
と

数
々
の
協
髄
を
重
ね
、
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
無
事
に
契
約
締
絲
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
愛
川
戸
陵
会
の
ご
尽
力
に
厚
く

お
礼
を
巾
し
上
げ
ま
す
。

上

●ショー歯科医院 oPENTHEDooR!
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令
和
２
年
７
〃
岨
、
、
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
ホ
テ
ル
厚
木
２
Ｆ
「
暁
紅
の
間
」
に

お
い
て
令
和
２
年
度
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
開
会
に
先
立
ち
、
物
故
者
へ
の

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
後
、
落
合
亜
治
副

会
長
（
商
喝
回
）
の
開
会
の
辞
、
曽
根

秀
敏
同
窓
会
長
（
高
皿
回
）
及
び
上
前

悟
学
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
展
と
し
て
中
村
伸
行
氏

（
高
唱
凶
）
が
選
任
さ
れ
て
議
事
審
議

に
入
り
、
各
種
議
案
は
濫
干
の
画
疑
応

答
が
あ
っ
た
も
の
の
、
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
木
部
新
役
員
に
つ
い
て
は
、

役
員
選
考
委
員
会
か
ら
の
報
侍
・
提
案

に
よ
る
新
役
員
人
事
が
、
原
案
通
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
石
塚
修
副
会
踵
（
高

犯
回
）
の
閉
会
の
辞
で
、
令
和
２
年
度

通
常
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

Ⅱ
令
和
２
年
度
通
常
総
会
Ⅱ

コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
絞
っ
て
開
催

新
会
長
・
役
員
に
熊
坂
氏
言
ね
回
ら
を
選
出

ソーシャルディスタンスの総会会場

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

た
通
常
総
会
も
何
と
か
開
催
で
き
、
新

た
な
本
部
役
員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
さ

れ
、
各
商
業
施
設
や
学
校
が
休
業
・

休
校
と
な
り
、
世
上
が
【
カ
オ
ス
】

の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

つ
い
に
本
Ⅱ
（
４
月
８
日
）
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
播
法
に
基
い
て

『
緊
急
事
態
宣
言
』
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。思
え
ば
、
ち
ょ
う
ど
１
カ
月
前
の

３
月
８
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
急
速
に
拡
大
『
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
』
の
呈
を
な
し
始
め
た
頃
、

石
射
隆
宏
（
高
哩
向
）
さ
ん
御
逝
去

と
の
計
蝿
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
同
窓
会
副
会
長
の
任
に

〆

在
任
中
の
ご
支
援

ご

協

力

に

深

く

感

謝

‘；

〉

剥謬 ･
弔 晶卒も 謡吟
噌 : 浮尋

品唱品 苓

亨 ?

V 寛

一

*“
#~

前同窓会会長

曽根秀敏氏（高14回）
石井清(高12回）画伯による
石射隆宏さんの肖像画

安
心
し
て
後
を
託
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
大
変
蛸
し
く
思
う
と
と
も
に
、

次
の
節
目
と
な
る
２
０
２
２
年
の
創
立

１
２
０
周
年
に
向
け
て
、
受
け
継
い
だ

紺
織
と
活
力
を
弛
め
る
こ
と
な
く
堅
持

す
る
と
い
う
使
命
は
、
何
と
か
果
た
せ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
安
堵
も
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

勿
論
こ
れ
は
、
本
部
役
員
・
理
事
・

広
報
委
員
・
事
務
局
の
方
々
、
そ
し
て

我
が
同
窓
会
が
誇
る
各
支
部
の
役
員
の

方
々
の
お
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
活
動
の
大

き
な
励
み
と
も
な
っ
た
の
が
、
協
力
を

惜
し
ま
ぬ
、
余
熱
溢
れ
る
母
校
愛
熱
き

同
窓
諸
氏
の
存
在
と
県
下
有
数
の
伝
統

校
と
し
て
の
地
位
を
堅
持
し
、
文
武
両

道
で
躍
進
を
続
け
る
母
校
の
姿
で
あ
り

ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
の
同
窓
会
行
事
は
、
残
念
な
が

あ
っ
た
３
年
前
に
「
大
脳
皮
質
基
底

核
変
性
症
」
と
い
う
５
万
人
に
一
人

と
い
う
難
病
に
な
り
、
入
院
闘
病
中

で
あ
っ
た
の
で
す
が
誠
に
無
念
な
事

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
今
日

の
同
窓
会
の
基
盤
作
り
に
日
夜
、
奔

走
し
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。
「
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
の
持
主
で
「
人

情
に
熱
い
人
」
と
云
う
の
が
石
射
さ

ん
を
知
る
多
く
の
同
窓
・
衆
目
の
一

致
す
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

御
家
族
・
親
族
に
と
っ
て
も
同
じ
で

あ
っ
た
様
で
す
。

喪
主
を
務
め
た
長
女
の
千
夏
（
商

娼
回
）
さ
ん
が
会
葬
御
礼
で
『
人
と

人
と
の
お
付
き
合
い
を
大
切
に
し
て

き
た
父
。
：
．
：
略
：
・
・
・
・
願
ま
れ
ご

石
射
隆
宏
（
一
三
伺
旦
元
同
窓
会
副
会
長
を
偲
ぶ

〃
水
連
合
戸
陵
会
会
艮
伊
藤
修
治
（
尚
Ⅳ
Ｕ

ま
ず
最
初
に
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
作
っ
た
画
像
を
黒
板
に
映
し
出
す

機
械
）
を
今
年
３
月
に
同
窓
会
か
ら
寄

贈
し
て
頂
い
た
こ
と
で
す
。
非
常
に
助

か
っ
て
い
ま
す
。
４
月
以
降
、
５
月
末

ま
で
休
校
と
な
っ
て
お
り
、
６
月
か
ら

ら
、
悉
く
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

新
体
制
の
下
で
力
強
く
再
始
動
で
き
る

環
境
が
一
刻
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

母
校
と
戸
陵
会
の
更
な
る
飛
躍
を
念

じ
つ
つ
、
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈
上
前
悟
学
校
長
挨
拶
〉

困
難
の
中
頑
張
る

生

徒

達

に

応

援

を

と
は
、
ふ
た
つ
返
事
で
引
き
受
け
て

き
ま
し
た
。
同
窓
生
と
の
親
交
も
深
く
時
々
集
ま
っ
て
は
、
お
酒
を
手
に

昔
話
に
花
を
さ
か
せ
て
い
た
の
で

す
。
豪
傑
ま
さ
に
親
分
肌
を
地
で

ゆ
く
父
は
面
倒
見
が
良
く
、
皆
様
か

ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
』
と

述
べ
て
い
ま
す
。
誠
に
本
当
に
同
感
・

同
思
で
あ
り
ま
す
。
隆
宏
さ
ん
の
同

窓
会
に
対
す
る
熱
い
思
い
。
強
い
意

志
は
必
ず
後
誰
に
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
ゆ
く
事
で
し
ょ
う
。

今
は
た
だ
百
周
年
以
来
の
親
交
が

深
か
っ
た
石
井
清
（
高
吃
回
）
さ
ん

が
描
い
た
隆
宏
さ
ん
の
肖
像
画
を
拝

し
な
が
ら
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

Ｌ

ノ

よ
う
や
く
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
で
も
ク
ラ
ス
全
員
が
集
ま
っ
て
の

授
業
は
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
授
業
で
Ｏ
Ｈ
Ｐ
を
使
わ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。

学
校
の
方
な
の
で
す
が
、
３
月
の
頭

か
ら
５
月
末
ま
で
休
校
と
な
り
、
６
月

か
ら
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
間

に
行
わ
れ
た
卒
業
式
及
び
入
学
式
は
、

共
に
生
徒
の
み
が
出
席
し
ま
し
た
。
特

に
新
入
生
は
６
月
の
頭
ま
で
の
間
に
２

日
間
し
か
登
校
し
て
お
ら
ず
、
学
校
に

い
た
の
は
ほ
ん
の
数
時
間
と
い
う
状
態

で
し
た
。

休
校
期
間
中
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
授
業
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
教
員
の
方
も
初
め
て
や
る
よ
う
な

状
況
で
、
お
互
い
に
試
行
錯
誤
を
し
な

が
ら
、
巾
身
が
濃
い
も
の
を
や
っ
て
き

ま
し
た
の
で
、
来
年
の
３
月
に
は
結
果

を
出
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。た
だ
、
残
念
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
部
活
動
の
大
会
が
全
く
開
か
れ

ず
、
部
員
達
の
活
跳
の
場
が
全
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
体
育
祭
と
文
化
祭
で

す
。
ど
ち
ら
も
当
初
の
予
定
か
ら
は
延

期
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
９
月
型
日
と

お
日
の
平
日
に
、
本
校
生
徒
の
み
の
参

加
と
い
う
形
で
行
う
予
定
で
す
。

県
の
「
学
力
向
上
進
学
重
点
校
」
に

つ
い
て
は
、
今
年
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
。
今
ま
で
の
実
績
か
ら
見
て
も
、
引

き
続
き
継
続
と
言
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

一
方
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て
は
、
４

川
に
２
期
何
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
が
取
れ
た
こ
と
が
、

色
々
な
面
で
生
徒
達
の
学
習
に
プ
ラ
ス

に
な
る
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

広

報

委

員

・

小

島

聡

（

高

お

回

）

ゲ
~
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今
年
度
当
初
文
部
科
学
省
よ
り
令

和
２
年
４
月
か
ら
５
年
間
、
２
期
目
の

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

に
指
定
す
る
と
の
吉
報
が
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
学
校
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
３
月
よ

り
続
い
て
い
た
臨
時
休
校
が
５
月
末
日

ま
で
延
長
と
な
り
、
生
徒
達
も
教
職
員

も
未
だ
か
つ
て
経
験
の
無
い
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
最
大
の
課
題
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
こ

と
で
す
が
、
本
校
に
は
、
生
徒
達
の
学

習
の
継
続
と
そ
の
意
欲
の
維
持
、
部
活

動
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

特
に
新
一
年
生
は
入
学
式
と
翌
日
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
２
日
し
か
登
校

し
て
お
ら
ず
、
厚
高
生
と
し
て
の
帰
屈

意
識
の
確
立
も
ま
ま
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
校
職
員

た
ち
は
慣
れ
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
、
生
徒
達
に
期
待
を
込
め
、
多
く
の

課
題
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
応
え
る
よ
う
生
徒
達
も
、
長
期
間
友

人
達
と
交
流
が
な
い
個
の
世
界
の
中

で
、
何
と
か
我
慢
し
な
が
ら
も
課
題
に

取
り
組
み
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

~

学

校

情

報

未
曾
有
の
状
況
の
中
で

＆■ ~

校

長

上

前

悟

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
コ
ッ
コ
ッ
と
砿
み

上
げ
て
き
た
努
力
は
、
必
ず
報
わ
れ
、

無
駄
に
は
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。
部
活

動
も
活
動
が
禁
止
さ
れ
、
関
東
大
会
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
も
中
止
と
な
り
、
生
徒

達
は
期
待
さ
れ
た
結
果
を
残
す
機
会
が

与
え
ら
れ
ず
と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。
特
に
３
年
生
に
と
っ
て

は
最
後
の
大
会
が
こ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
こ
と
は
と
て
も
残
念
な
こ
と

で
、
活
動
を
控
え
さ
せ
て
き
た
校
長
と

し
て
、
大
変
申
し
訳
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
６
月
か
ら
よ
う
や
く
登
校
が
始

ま
り
、
現
在
は
少
し
ず
つ
日
常
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
不
安
な
材
料
は
、
挙

げ
て
い
け
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
厚
高
生
は
後
ろ
を
振
り
返
る
よ

り
も
前
を
向
い
て
自
ら
の
信
じ
る
道
を
こ
の
度
、
相
模
原
高
校
よ
り
厚
木
高

校
副
校
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
創
立
１
２
０
年
近
い
伝
統
を
誇
り
、

画

く

‐

一

旬

一
口
亘
子
↑
、
缶
惨
Ｌ
Ｌ
１

L

､

厚
高
着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

「
学
力
向
上
進
学
重
点
校
」
と
し
て
県

立
高
校
を
リ
ー
ド
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

扣
う
厚
木
高
校
へ
の
異
動
は
、
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
一
環
と
し
て
、
長
期

の
臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
厚
高
生
た
ち
の
元
気
な
声
が
群

く
は
ず
の
校
舎
が
閑
散
と
し
た
状
態
が

続
く
前
例
の
な
い
新
学
期
を
迎
え
ま
し

た
。
よ
う
や
く
３
カ
月
に
も
及
ぶ
臨
時

休
校
が
解
除
さ
れ
、
少
し
ず
つ
学
校
が
進
ん
で
く
れ
る
は
ず
で
す
。
「
ピ
ン
チ

は
チ
ャ
ン
ス
」
、
こ
の
附
難
な
状
況
で

も
大
丈
夫
だ
と
私
は
信
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度
末

に
同
窓
会
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
９

台
贈
っ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
各

戸
陵
会
へ
お
伺
い
し
て
お
礼
を
述
べ
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
形
と
な

り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
長
い
休
校
が

続
き
、
い
た
だ
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
活
用
す
る
場
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
よ
う
や
く
そ
の
機
会
が
持
て
る
よ

う
に
な
り
、
教
職
員
か
ら
は
大
変
好
評

で
、
今
後
ま
す
ま
す
、
活
用
の
場
が
垪

え
、
大
切
に
か
つ
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
州
っ
て
い
た
だ
け
る
と

伺
っ
て
お
り
、
大
変
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

感
染
状
況
が
ま
だ
ま
だ
収
束
に
は
至
ら

な
い
中
、
卒
業
生
の
皆
様
方
の
健
康
を

お
祈
り
す
る
と
共
に
、
現
役
の
厚
高
生

へ
の
熱
い
応
援
と
ご
支
援
を
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

刑

校

艮

長

槇

徳

克

日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
生

徒
た
ち
の
元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
る
姿
を
見
る
こ
と
は
、
教
員
と
し
て

何
よ
り
の
喜
び
だ
と
思
い
ま
し
た
。

今
の
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
い
か
な

る
状
況
下
で
あ
っ
て
も
、
厚
高
生
が
自

分
の
力
を
伸
ば
し
、
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
な
学
校
づ
く
り
に
力

を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、
厚
高
は
、
母
校
へ
の
熱
き
思

い
を
も
っ
た
同
窓
生
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
同
窓
会
と
厚
高
と
の

よ
き
連
絡
調
整
役
と
し
て
も
頑
張
り
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
業
・
部
活
動
・
人
物
な
ど
す
べ
て

に
お
い
て
優
れ
て
い
る
卒
業
生
１
名
に

贈
ら
れ
る
茅
賞
は
、
今
年
度
金
井
直
樹

さ
ん
（
３
１
）
が
受
賞
し
た
。
受
賞
の

感
想
は
「
び
っ
く
り
」
だ
そ
う
だ
。
「
勉

強
は
頑
張
っ
た
と
思
う
け
ど
、
他
は
そ

れ
ほ
ど
で
も
」
と
遠
慮
が
ち
。
入
学
直

後
の
宿
泊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

い
き
な
り
数
学
の
授
業
に
三
角
関
数
が

出
て
き
て
、
課
題
の
難
し
さ
と
周
り
の

生
徒
が
よ
く
で
き
る
こ
と
に
驚
い
た
と

い
う
。
そ
れ
が
し
っ
か
り
勉
強
す
る
よ

環
境
に
恵
ま
れ
、

学
び
、
走
っ
た
３
年
間

第
兎
回
茅
實

(暇“

震，
戸。

金井直樹さん

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
だ
っ

た
。
３
年
間
授
業
に
は
真
面
目
に
取
り
組

ん
だ
。
「
内
職
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る

の
は
好
き
じ
ゃ
な
い
。
授
業
中
は
ち
ゃ

ん
と
集
中
し
た
い
。
受
験
に
直
接
関
係

の
な
い
科
目
も
聞
い
て
い
れ
ば
、
ど
れ

も
面
白
い
」
と
語
る
。
好
き
な
教
科
は

数
学
。
抽
象
的
な
こ
と
を
数
式
で
表
し
、

思
考
力
を
用
い
て
解
答
を
導
く
こ
と
が

気
持
ち
よ
い
と
い
う
。

中
学
・
高
校
と
陸
上
部
に
所
属
し
、

専
門
は
長
距
離
。
小
学
校
時
代
に
父
親

に
誘
わ
れ
て
走
り
始
め
、
毎
初
２
キ
ロ

走
る
の
が
日
課
と
な
っ
た
。
中
学
時
代

を
過
ご
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
も
ラ
ン
ニ
ン

グ
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
が
、
日
本
の
部
活

動
の
よ
う
に
連
日
練
習
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
ほ
ど
記
録
は
伸
び
な
か
っ

た
。
高
２
秋
の
新
人
戦
で
は
５
０
０
０

ｍ
で
峪
分
、
秒
の
自
己
ベ
ス
ト
を
記
録

し
た
が
、
「
本
当
は
巧
分
台
を
出
し
た

か
っ
た
」
と
笑
っ
た
。

厚
高
の
魅
力
と
し
て
、
生
徒
の
多
彩

さ
を
挙
げ
た
。
「
実
は
ピ
ア
ノ
も
す
ご

い
と
か
、
入
学
前
に
高
１
の
数
学
を
終

わ
ら
せ
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い

て
面
白
い
」
と
語
っ
た
。
や
り
残
し
た

こ
と
が
あ
る
か
と
聞
く
と
、
「
行
事
は

も
っ
と
頑
張
っ
て
も
よ
か
っ
た
か
な
。

体
育
祭
や
文
化
祭
で
は
ち
ょ
っ
と
控
え

め
で
し
た
」
と
の
こ
と
だ
。

大
学
で
の
研
究
対
象
と
し
て
興
味
が

あ
る
の
は
生
物
。
イ
ギ
リ
ス
で
受
け
た

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
授
業
で
興
味
を
引
か
れ

た
。
厚
高
で
は
物
理
選
択
だ
が
、
動
物

の
体
の
し
く
み
や
、
ど
う
や
っ
て
動
く

の
か
を
知
り
た
く
て
「
そ
れ
に
は
物
理

も
化
学
も
必
要
で
す
」
と
話
す
。

将
来
の
職
業
は
未
定
だ
が
、
「
大
学

で
も
陸
上
を
続
け
、
文
武
両
道
を
目
指

し
た
い
」
と
目
標
を
語
っ
た
。

『

厚

高

新

聞

』

第

２

６

４

号

（

令

和

２

年

３

月

３

日

）

よ

り

、

１
１
１

「
お
か
げ
さ
ま
で
露
周
年
」

令A C <
、

殿寺みひらｸﾘﾆｯｸ
主

乞

凡
浄
吟
‐
し
‐
』
‐
一
一
一
』
一
一
、
一
輿
マ
ン
“
回

〒242－0023

大和市渋谷4－8－4スカイステーション101

TELO46－201－クワクOFAXO46－201－2221菊地努(高45回）
平日 17:00～24:00 店休日年末年始

土日祝 16:00~24:00

〒242－0006大和市南林間2 109

046－275－0590

営業時間

住 所

電 話

院長三平将彦(高36回）

七輪巖､W

焼肉

一Jﾍｰ、 内~

該皇狗唾jも鞄

これからも皆様の期待に

応えられるよう努力していきます

株式会社味ん味ん

代表取締役三上賀通(高36回）
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令
和
元
年
度
秋
冬
の
部
活
動
は
、
文

化
部
、
運
動
部
共
に
後
輩
達
の
活
躍
が

目
覚
し
か
っ
た
。
令
和
２
年
に
入
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
初
め
高
校
野
球
や
各
種
ス

ポ
ー
ツ
競
技
、
全
国
総
文
祭
な
ど
、
ほ

と
ん
ど
の
大
会
・
行
事
が
中
止
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
。

【
吹
奏
楽
部
】

ｎ
月
２
日
に
行
わ
れ
た
県
央
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
木
管
８
重
奏
が

金
賞
、
金
管
８
重
奏
が
銀
賞
を
受
賞
。

哩
月
配
日
の
県
大
会
に
出
場
し
た
。
ま

た
皿
月
４
日
の
日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ

過去5年間の主要大学合格者数
［現役・既卒の合計数 （ ）は既卒者］ 令和2年4月3日現在 令

和
元
年
部
活
動
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

28年春

1 （1）

4（1）

3（1）

4（1）

3（2）

3（0）

1 （0）

3（1）

6（1）

5（3）

7（3）

Eイぅ、
J1坐ﾉ

16(0）

3（0）

0（0）

30年春 29年春

3（1） 1 （1）

2（1） 0(0）

5(0） 3（1）

6(3) 4(0）

2（1） 4（1）

5 （4） 1 （0）

2（1） 3(0）

3（0） 6(2)

6(0） 9(3)

6（1） 3（1）

10（2） 2(0）

3（1） 2（1）

28（1） 30(2)

5 （0） 3（1）

0(0） 1 （1）

111 （25） 88（17）

23（3） 25 (4)

10（1） 3（3）

35(5) 32(9)

52（7） 79（12）

11 （6） 11 （5）

36(6) 18(2)

50（13） 38（13）

12（0） 4(2)

2(0） 19(2)

24(7) 21 （8）

36(7) 49(4)

21 （1） 17(3)

78（12） 84（16）

30(7) 14(6)

2（1） 5（3）

26(3) 23（6）

50(20） 29（7）

10(0） 5（2）

54(6) 37(3)

18(0） 23（6）

102（17） 86（17）

45（12） 46(21）

123（18） 125（18）

20(3) 26 (6)

44(8) 51 （7）

60（10） 72（1 1）

1095（191） 1057（197）

平成31年春

2（0）

4(1)

5（2）

4(0）

5（1）

2（0）

2（0）

5（1）

6（0）

3（2）

2(0）

3（0）

29(4)

5（1）

3（1）

98(21）

27（2）

7 （0）

36(2)

75（8）

17(6)

30（1）

42（10）

11 （2）

21 （2）

19（1）

26（3）

26(3)

94（19）

19(9)

5（0）

8（0）

55（16）

17（1）

46(9)

16（1）

79（18）

32（5）

145（26）

20（3）

41 （4）

74（16）

1134(193）

令和2年春

6(0）

3（3）

5（1）

5（1）

4(3)

2（1）

2(0）

2 （0）

9（1）

5（0）

6（2）

2（1）

23（8）

Z（1）

3（0）

99(30）

18(2)

4(0）

34(2)

79（9）

19(4)

28（2）

35（8）

19(9)

23 （2）

23（6）

27(4)

38(3)

76(9)

23（5）

10（4）

29(3)

44(5)

30（6）

75（14）

16(5)

84（13）

34(7)

121 （22）

23（1）

43（5）

56（11）

1205（204）

学校名

北海道

京都

千葉

筑波

電気通信

東京

東京外国語

東京学芸

東京工業

東京農工

東北

一橋

横浜国立

信州

大阪

国立計

首都大学東京

横浜市立

公立計

青山学院

神奈川

北里

慶応義塾

工学院

駒澤

芝浦工業

上智

専修

中央

東海

東京女子

東京農業

東京理科

東洋

日本

日本女子

法政

東京都市

明治

明治学院

立教

早稲田

私立計

国立

ス
ト
全
国
大
会
で
は
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
。
厚
木
高
校
は
他
校
と
比
べ
部
員
が

少
な
く
、
小
編
成
と
な
っ
て
い
る
が
、

大
人
数
向
け
の
曲
に
挑
戦
す
る
こ
と
が

多
い
と
い
う
。

【
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
】

ｎ
月
訓
日
に
行
わ
れ
た
筐
こ
竜
勇

の
虫
国
国
困
の
西
シ
三
国
○
二
の
函
弓
画
ｃ
こ

の
全
国
大
会
で
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
が
５

位
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。
審

査
員
特
別
賞
は
演
技
中
の
笑
顔
や
ス
ピ

リ
ッ
ト
な
ど
か
ら
審
査
員
の
印
象
に

残
っ
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
賞
で
あ

る
。

78(21 ）

17(0）
公立

3（0）

22（0）

60（6）

数
々
の
大
会
で
健
闘
続
く
弓
道
部
は

皿
月
３
日
に
行
わ
れ
た
全
国
弓
道
選
抜

大
会
県
予
選
会
で
女
子
個
人
１
位
と
い

う
好
成
績
を
残
し
、
本
選
に
出
場
し
た
。

ま
た
同
大
会
で
は
男
子
個
人
で
６
位
入

賞
し
、
男
子
団
体
が
一
次
予
選
を
１
位

通
過
し
、
二
次
予
選
会
・
決
勝
に
進
出

し
た
。

【
演
劇
部
】

皿
月
Ⅳ
日
、
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

に
て
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校
演
劇
大
会

に
北
相
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
関
東
大
会
進
出

は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、
来
年
度
（
令

和
２
年
）
の
高
校
浪
劇
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
た
。

さ
ら
に
脚
本
「
青
の
色
」
が
創
作
脚
本

【
弓
道
部
】

イ『~一L

不A1ノ

15（0）

17イブ1
,'1ユノ

34（5）

8（2）

28 （0）

11 イコI
LI Xジノ

37（1 ）

16（5）

100（14）

13（3）

6（0）

賞
を
受
賞
し
た
。

【
軽
音
楽
部
】

吃
月
８
日
、
日
本
工
学
院
蒲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
片
柳
ア
リ
ー
ナ
で
第
５
回
乏
の

胃
の
普
①
畏
曾
信
陽
関
東
グ
ラ
ン
プ
リ

大
会
が
行
わ
れ
、
厚
高
が
グ
ラ
ン
プ
リ

校
賞
、
ベ
ス
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
校
賞
を
受

賞
し
、
完
全
優
勝
を
果
た
し
た
。
こ
の

大
会
は
バ
ン
ド
と
し
て
で
は
な
く
、
学

校
代
表
と
し
て
出
場
す
る
大
会
と
な
っ

て
い
て
、
客
席
か
ら
の
応
援
も
評
価
の

対
象
と
い
う
。

皿
月
３
日
、
童
星
平
成
大
学
の
沖
永

記
念
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
三
房
局

国
ど
あ
ｇ
ら
弱
国
崖
」
で
軽
音
楽
部
の

バ
ン
ド
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
高
野
豆
腐
」

が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。
メ
ン

バ
ー
は
２
年
生
の
４
名
。
ま
た
同
バ
ン

11 （1）

39（14）

7（1）

52（13）

勺司j司､

l／｛とノ

77／可可､
ノノk二坐ノ

31 （4）

148（31 ）

25(4)

戸F/弓､

。。（ノノ

83（12）

~

1052（187）
ド
は
ｎ
月
、
日
に
海
老
名
市
文
化
会
館

で
行
わ
れ
た
第
Ⅳ
回
県
総
文
祭
の
軽
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
決
勝
で
も
準
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し
て
い
る
。

こ
の
総
文
祭
で
は
２
年
生
バ
ン
ド
の

「
【
ご
雷
電
畠
」
と
「
舅
畏
巴
が
共
に

奨
励
賞
を
受
賞
。
負
ご
甲
晨
昌
」
は
皿

月
肥
日
の
全
国
と
よ
さ
と
軽
音
楽
甲
子

園
で
も
３
位
に
選
ば
れ
た
。

【
陸
上
部
】

皿
月
四
日
、
加
日
に
開
催
さ
れ
た
第

詔
回
陸
上
関
東
大
会
に
お
い
て
、
注
目

の
２
年
生
安
倍
立
矩
（
あ
く
．
り
く
）

君
が
１
５
０
０
ｍ
走
（
大
会
新
）
、
５

０
０
０
ｍ
走
で
共
に
優
勝
し
た
。
ま
た
、

４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
は
決
勝
進
出

な
る
も
結
果
は
８
位
だ
っ
た
。

『

厚

舌

厚

莉

閻

置

第

２

６

４

号

よ

り

最近5年間の進学状況
年
廻
８
６

，
４
一
三
向

年
廻
９
６

勺
４
－
□
同

年
嘔
０
７

『
ｊ
一
局

年
個
１
７

句
。
言
向

年
回
２
２
日
７
舗
高卒業生進路

フコ
ノ』卯

一
ｗ
ｌ
０
ｌ
０
功
秘
一
麺

目公方大学

私立大学

短大／大学校

専修学校等

進学者数計

入学率

卒業生総数

叫

一

嘔

一

０

４

湖

一

鋤

鉦

皿
一
岬
－
２
’
０
｜
狸
一
鋤
一
麺

釦

一

噸

１

４

｜

湖

州

理

〃
厩
－
０
’
０
麺

75％

司戸戸

コココ

唖

藺箙本物志向の金物店” OPERALAN ロョ■へ

建築金物・家族金物・工具・刃物
コンサートプロデュース･CD制作

音楽教室・レンタルレッスンスタジオ(有)足立原商店
イ瓜 Facebook森口賢二公演情報→

森口賢二(高44回）
代表取締役足立原強(高'6回）

神奈川県厚木市水引1丁目1番2号

TELO46-221－1059

FAXO46-221-1259

代表取締役伊藤修治(高'7回）

TEL｡046(224)9397｡(223)3458
FAX.046(221)0540旧イトーヨーカド一西隣

’ ’

http:〃ope｢aand､ciao.』p／

info＠operaIand､ciaojp

住所:〒186－0002国立市東1315国立ダイカンプラザ103
4
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令和元年度部活動大会実績（県大会ベスト16位以上）
部活動名

フェンシング部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部（男女共）

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

弓道部

軽音楽部

軽音楽部

軽音楽部

軽音楽部

軽音楽部

軽音楽部

軽音楽部

軽音楽部

軽音楽部

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

２

３

４

４

９

９

９

７

４

７

３

０

３

４

４

３

５

７

９

９

６

８

１

２

３

０

６

８

１

１

２

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

賞

副

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

１

受

４

５

５

５

５

６

６

８

８

９

１

１

１

１

１

２

２

４

４

６

６

８

８

８

１

１

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

具体的名称

関東高等学校フェンシング大会

春季大会兼関東大会県予選会

春季大会兼関東大会県予選会

春季大会兼関東大会県予選会

第57回総合体育大会兼第64回全国総合体育大会県予選会

第63回関東高等学校弓道大会

第57回総合体育大会兼第64回全国総合体育大会県予選会

第21回紫灘旗全国高校遠的弓道大会

神奈川大会個人の部兼関東高等学校弓道個人選手権選抜大会県予選

第38回関東高等学校弓道個人選手権選抜大会

神奈川県団体の部兼全国高等学校弓道選抜大会県予選

神奈川県団体の部兼全国高等学校弓道選抜大会県予選

神奈川県高等学校弓道新人大会

神奈川県高等学校弓道新人大会

神奈川県高等学校弓道新人大会

第38回全国高等学校弓道選抜大会

第38回全国高等学校弓道選抜大会

KANAGAWABANDSHIP2019

NAONのYAON2019

全国高等学校軽音フェスティバルin大阪城

テクノス学校対抗バンドコンテスト

全国高校生アマチュアバンド選手権

種目・団体

団体

個人

団体

個人

個人

団体

団体

団体

個人

個人

個人

団体

個人

団体

個人

個人

団体

成 績

3位

7位

3位

5位

7位

ベスト16

5位

出場

3位

出場

優勝

優勝

4位

5位

3位

出場

ベスト16

優勝

出場

Roand:(ベストチームワーク賞）

準優勝

出場

優秀員

ベスト8

準優勝

準優勝･奨励賞・専門部会長賞

3位

優勝

大会レベル

関東大会

県

県

県

県

関東大会

県

全国大会

県大会

関東大会

県大会

県大会

県大会

県大会

県大会

’

ロ

全国大会

全国大会

県

全国大会

全国大会

関東大会

全国大会

全国大会第7回全国高等学校軽音楽コンテスト

OTODAMA甲子園2019

MUSIEDAYSFINAL2019

神奈川県高等学校総合文化祭第17回軽音楽コンクル

第9回とよさと軽音楽甲子園

第5回WeareSneakerA9es関東グランプリ大会

県大会

関東大会

県大会

全国大会

関東大会

軽音楽部

軽音楽部

第57回神奈川県高等学校総合体育大会

第63回全国・高等学校登山大会神奈川県予選
山岳部（男女共） 5月26日 団体 優秀校 県大会

山岳部（男女共）

新聞部

新聞部

吹奏楽部

吹奏楽部

吹奏楽部

第63回関東高等学校登山大会

第69回神奈川県高等学校新聞コンクール

第24回全国高校新聞年間紙面審査賞

第68回神奈川県吹奏楽コンクール

第25回東関東吹奏楽コンクル

第25回日本管楽合奏コンテスト全国大会

平成31年度関東高等学校ソフトテニス大会県予選会

USASchoo&Col le9eNationals2019

USA｣apanチアリーディング＆ダンス学生新人大会2019

ALLJAPANCHEERDANCECHAMPIONSHIP2019

第74回神奈川県陸上競技選手権大会

第74回神奈川県陸上競技選手権大会

10月4日

11月1 1日

12月17日

8月10日

9月14日

1 1月4日

4月29日

3月25日

8月17日

11月30日

6月22日

6月30日

団体 出場

優良賞

入賞

金賞

銅賞

優秀賞

7位

PomDance部門2位

2位

審査員特別賞

2位

優勝

関東大会

県大会

全国大会

県

関東大会

全国大会

県

全国大会

関東大会

全国大会

県大会

県大会

ソフトテニス部

ダンスドリル部

ダンスドリル部

ダンスドリル部

陸上競技部

団体

団体

団体

団体

男子5000m

男子1500m陸上競技部

陸上競技部
令和元年度全国高等学校相互体育大会陸上競技大会秩父宮賜杯
第72回全国高等学校陸上競技対抗選手権大会

8月5日 男子1500m 14位 全国大会、

陸上競技部

陸上競技部

陸上競技部

陸上競技部

令和元年度

令和元年度

令和元年度

令和元年度

10月19日

10月20日

10月20日

10月20日

第23回関東高等学校選抜新人陸上競技選手権大会

第23回関東高等学校選抜新人陸上競技選手権大会

第23回関東高等学校選抜新人陸上競技選手権大会

第23回関東高等学校選抜新人陸上競技選手権大会

男子1500m

男子5000m

男子400m

男子4x400mR

離

離

粒

地

関東大会

関東大会

関東大会

関東大会

つる＜縁 望参教科書
㈲内田屋書房
m046-258-6722

代表取締役内田喜康(高'3回）

■厚木市泉町4-1第五内田ビル3F

■東京農大厚木キャンパス店

葉山法律事務所
所長･弁護士葉山岳夫(高7回）

神奈川県弁護士会所属
日本医科大学講師．つるくぼ耳鼻咽喉科院長

医学博士鶴窪一行(高26回）

〒243-0018神奈川県厚木市中町3-3-22

TEL.046－221－4187FAX.O46－225－4133

〒243-0018神奈川県厚木市中町4-4-10

アイデイーコート本厚木シテイーケート201号

電話046(297)3415 FAXO46(Z97)3416

メールアドレスhayama Iaw＠king・odn.､e･jp
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や
な
ぎ
家
と
言
え
ば
、
秦
野
の
中
心

四
つ
角
に
あ
る
老
舗
割
烹
。
夏
に
な
る

と
鯉
の
か
ば
焼
き
を
買
い
に
よ
く
行
く

お
店
で
し
た
。
ま
た
小
宴
会
と
か
仕
出

し
も
や
な
ぎ
家
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
や
な
ぎ
家
が
店
舗
の
老
朽

化
、
昨
年
の
台
風
で
の
被
災
、
後
継
者

問
題
で
な
ん
と
令
和
２
年
１
月
訓
日
で

閉
店
に
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
市
内
を
駆

け
巡
り
ま
し
た
：
・

私
に
と
っ
て
や
な
ぎ
家
と
言
え
ば
秦

野
戸
陵
会
と
の
関
り
の
主
な
現
場
で

あ
っ
た
。
最
初
は
総
会
に
父
で
あ
る
大

野
訓
男
（
高
ｎ
回
）
や
、
そ
の
盟
友
片

~

（
秦
野
戸
陵
会
）

秦
野
戸
陵
会
総
会
の
会
場
は
定
番
「
や
な
ぎ

家
」
。
冠
婚
葬
祭
で
も
大
変
世
話
に
な
っ
た
。

支
部
会
便
り

公
私
共
に
縁
深
か
っ
た
「
や
な
ぎ
家
」

鳳
岡
英
太
郎
（
高
唱
回
）
先
輩
に
連
れ
ら

れ
て
参
加
。
秦
野
で
歯
科
医
院
開
業
っ

て
頃
に
な
る
と
、
歯
科
医
師
会
の
大
先

輩
で
も
あ
る
小
清
水
堯
（
高
３
回
）
、

小
鳥
庸
男
（
高
７
回
）
の
両
先
輩
に
連

れ
ら
れ
て
。

総
会
に
参
加
す
る
と
私
が
厚
高
受
験

し
た
時
の
中
学
校
の
校
長
先
生
、
関
野

和
夫
（
叩
調
向
そ
の
１
）
先
生
な
ど
お

ら
れ
て
、
妙
に
楽
し
く
嬉
し
か
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
早
々
に
記
念
写
真

係
な
ど
仰
せ
つ
か
っ
て
張
り
切
っ
て
い

た
ら
、
あ
る
時
、
当
時
の
会
長
藤
野
誠

（
中
型
回
）
先
輩
に
、
「
今
こ
こ
に
い
る

奴
全
部
今
年
か
ら
幹
事
だ
か
ら
ね
」
と

言
わ
れ
て
、
随
分
ド
キ
ド
キ
し
た
け
れ

ど
、
以
来
幹
事
を
や
っ
て
た
り
す
る
の

も
”
縁
な
の
か
な
と
。

幹
事
に
な
っ
た
頃
、
や
な
ぎ
家
の
社

長
は
柳
川
清
紀
（
高
型
回
）
先
輩
で
あ

る
事
を
知
り
、
以
来
、
亡
き
父
の
法
事

や
ら
私
の
結
婿
式
の
食
事
ま
で
随
分
と

私
的
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
第

⑩
回
校
歌
祭
の
時
に
も
食
事
や
会
場
設

定
な
ど
で
随
分
と
無
理
を
聞
い
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、
秦
野
戸
陵
会
第
卵
回
総

会
記
念
行
事
に
関
し
て
も
、
会
場
や
バ

ス
の
提
供
の
み
な
ら
ず
、
バ
ス
の
運
転

手
と
し
て
送
迎
ま
で
や
っ
て
頂
い
て
、

深
く
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
１
月
妬
日
、
秦
野
戸
陵
会

幹
事
会
兼
新
年
会
が
や
な
ぎ
家
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
や
な
ぎ
家
で

の
会
合
と
い
う
事
で
い
つ
も
よ
り
多

大
野
真
一
（
峠
鼎
凹

P

帷
か
帳
諦
帳
割
搾
壱
回
雷
鋤
写
姉
脹
詫
嶬
一

た
。
次
か
ら
ど
こ
で
会
合
や
総
会
を
や
っ

た
ら
良
い
の
か
、
と
い
う
大
き
な
問
題

昭
和
調
年
４
月
、
憧
れ
の
伝
統
古
き

県
下
に
緑
く
名
門
厚
木
高
校
に
入
学
出

来
た
こ
と
の
喜
び
、
そ
し
て
歴
年
前
の

そ
の
時
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

荻
野
中
学
で
は
弁
論
が
儲
ん
で
、
厚

高
弁
論
部
で
最
初
に
文
部
大
臣
賞
に
輝

い
た
山
口
宗
平
氏
（
高
５
回
）
、
続
い

て
井
上
晃
氏
（
高
９
回
）
が
荻
野
中
学

の
先
輩
で
し
た
。
神
奈
川
県
下
中
学
校

弁
論
大
会
は
厚
木
高
校
で
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
大
会
が
近
づ
く
と

い
つ
も
先
輩
た
ち
に
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
関
係
で
、
「
厚

高
に
入
学
出
来
た
ら
弁
論
部
に
入
部
」

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
平
片

勝
美
氏
（
高
、
回
）
が
文
部
大
臣
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

当
時
の
弁
論
部
の
顧
問
は
足
立
原
茂

徳
先
生
（
中
犯
回
）
で
通
称
「
だ
っ
ち
ゃ

ん
」
で
す
。
我
々
同
級
生
の
中
で
は
中

学
校
弁
論
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
川

口
毅
、
田
口
洋
、
井
上
徹
田
島
通
男
、

落
合
重
治
の
５
名
で
し
た
。
そ
の
中
で

Ｃ
陛
陶
恒
隆
Ｃ

全
国
に
轟
く
厚
木
高
校
弁
論
部

へ

会
艮
落
合
重
治
（
尚
喝
凹

が残りましたが、楽しいひと時を過ごせたのも柳川先誰以下やなぎ

家
さ
ん
の
心
尽
く
し
の
お
か
げ
で
す
。

や
な
ぎ
家
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

入
部
し
た
の
は
田
島
、
落
合
の
２
名
で

し
た
。
昭
和
調
年
６
月
、
足
立
原
先
生

は
県
教
育
委
員
会
に
栄
転
、
そ
の
後
厚

木
市
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

６
月
か
ら
中
村
好
一
先
生
（
中
型
回
）

が
顧
問
を
側
継
い
で
下
さ
い
ま
し
た
。

昭
和
調
年
の
難
波
浩
応
援
団
長
（
高
ｎ

回
）
の
下
で
の
厳
し
い
練
習
は
今
で
も

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
同
様
に
弁
論

部
も
狐
塚
で
発
声
練
習
、
唯
は
か
れ
、

声
も
出
な
い
ほ
ど
練
習
し
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
３
年
生
か
ら
「
声
が
小
さ

い
、
聞
こ
え
な
い
」
と
言
わ
れ
夢
中
で

声
を
出
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
３
年
生
の
中
に
文
部
人
臣
賞
を
獲
得

し
た
、
蓑
葉
照
司
氏
（
高
皿
回
）
が
お

り
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
表
現
力
で
、
観

衆
を
魅
了
す
る
説
得
力
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
当
時
若
者
達
が
暴
走
族
と
な

り
世
間
を
大
変
騒
が
し
て
お
り
ま
し

た
、
日
活
映
画
で
石
原
裕
次
郎
主
演
の

「
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
」
や
「
風

速
四
十
米
」
こ
れ
を
題
材
に
し
て
若
者

の
更
生
に
結
び
つ
け
る
、
序
論
、
本
論
、

結
論
の
三
段
論
法
は
高
校
生
と
し
て
文

章
が
素
蜻
ら
し
い
と
新
聞
社
の
評
論
が

あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

昭
和
翌
年
全
国
弁
論
大
会
が
あ
っ
た

の
は
福
島
県
立
小
名
浜
商
校
で
し
た
。

中
村
好
一
顧
問
、
安
藤
靖
夫
氏
（
高
哩

回
）
の
付
き
添
い
で
遠
征
し
た
事
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
宿
泊
先
の
旅
館
で
中

村
好
一
先
生
と
将
棋
を
し
た
時
、
私
が

先
生
に
勝
っ
た
ら
、
「
化
学
の
点
数
、

加
点
水
増
し
し
て
く
れ
ま
す
か
」
と
冗

談
言
い
な
が
ら
５
番
勝
負
を
し
た
は
ず

で
す
。
翌
Ｈ
は
木
下
恵
介
監
督
の
「
喜

び
も
悲
し
み
も
幾
年
月
」
の
映
画
の
ロ

ケ
地
を
小
名
浜
高
校
の
生
徒
に
案
内
し

て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
２
日
間
で
し
た
。

厚
高
弁
論
部
時
代
の
「
自
分
の
主
張
は

ハ
ッ
キ
リ
言
い
ま
た
、
相
手
の
立
場
を

考
え
る
事
が
大
事
」
と
教
え
て
い
た
だ

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
残
念
な
こ
と
に

現
在
は
弁
論
部
は
廃
部
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。し
か
し
現
在
は
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
、

軽
音
楽
部
な
ど
全
国
大
会
で
活
躍
す
る

部
活
動
も
増
え
て
、
ま
た
女
子
生
徒
が

４
割
で
、
地
元
中
学
出
身
よ
り
小
田
急

沿
線
の
川
崎
、
小
田
原
方
面
、
相
鉄
沿

線
の
横
浜
か
ら
の
生
徒
が
多
く
な
り
、

県
下
の
中
学
か
ら
人
気
も
あ
り
、
神
奈

川
県
下
高
校
重
点
進
学
校
と
し
て
、
翠

嵐
、
湘
南
、
柏
陽
、
厚
木
の
４
校
が
選

ば
れ
た
こ
と
は
、
益
々
レ
ベ
ル
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
私
は
、
厚
木
高
校
同
窓
会
の
副

会
長
で
微
力
な
が
ら
同
窓
会
活
動
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
本
部
の
事

業
の
う
ち
５
月
鵠
沼
海
岸
で
の
地
引
網

大
会
で
は
、
各
支
部
か
ら
毎
年
１
５
０

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
、
川
に

開
催
さ
れ
る
青
春
か
な
が
わ
校
歌
祭
は

応
援
団
Ｏ
Ｂ
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
Ｏ
Ｂ
、

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
Ｏ
Ｇ
と
各
同
窓
会
支
部

約
１
５
０
名
余
り
が
参
加
し
、
校
歌
、

応
援
歌
を
歌
い
厚
高
時
代
の
青
春
を
満

喫
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
愛
川
戸
陵
会
韮
催
の
Ⅲ
窓
林

「
憶
い
出
の
杜
に
親
し
む
会
」
と
同
窓

会
の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

の
開
催
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
是

非
と
も
同
窓
堆
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

1
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令
和
元
年
５
月
弱
日
（
土
）
、
相
模

原
市
民
会
館
「
あ
じ
さ
い
の
間
」
で
、

第
釧
回
相
模
原
戸
陵
会
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
曽
根
秀
敏
厚

木
高
校
同
窓
会
会
長
、
樋
口
一
孝
厚
木

高
校
副
校
長
を
お
迎
え
し
、
初
参
加
者

６
名
を
含
む
犯
名
の
同
窓
生
が
集
い
、

令
和
の
相
模
原
戸
陵
会
は
ま
ず
ま
ず
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
始
め
に
金

１
年
生
に
入
学
し
た
と
き
は
、
旧
校

舎
で
生
活
し
ま
し
た
。
最
初
の
驚
き
は
、

「
応
援
練
習
」
で
し
た
。
夏
の
高
校
野

球
の
県
予
選
が
近
く
な
る
と
、
中
庭
に

集
合
し
て
昼
休
み
に
練
習
を
し
ま
し

た
。
四
校
時
の
授
業
終
了
と
同
時
に
応

援
団
の
人
た
ち
が
教
室
に
入
っ
て
き
て

「
中
庭
に
集
合
し
ろ
！
」
と
大
声
で
叫

ぶ
の
で
昼
食
を
食
べ
る
時
間
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
午
前
中
の
休
み
時
間
に

「
早
弁
」
を
し
た
も
の
で
し
た
。
ま
た
、

全
校
球
技
大
会
が
あ
り
、
私
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
出
場
し
た
の
で
す
が
、
順
当

に
勝
ち
進
み
決
勝
で
は
３
年
生
の
チ
ー

ム
を
破
っ
て
優
勝
で
き
た
の
は
と
て
も

（
相
模
原
戸
陵
会
）

（
愛
川
戸
陵
会
）

ｌ
‐
ｌ
‐
１
，
１
’
１
‐
１
，

０

１
１
‐
１
１
１
‐
ｌ
‐
１
０

１
９
１
‐
ｌ
‐
１
０
１
‐
ｌ
‐
ｌ
Ｕ
ｌ

０
１
‐
１
，
１
０
１
’
１
，
１

第
引
回
定
期
総
会
に
弼
名
が
参
加

喜
怒
哀
楽
、
思
い
出
の
学
び
舎

邪
務
局
長
三
沢
賢
一
（
付
削
回
）

子
輝
司
会
長
が
ご
挨
拶
し
、
引
き
続
き
、

曽
根
会
長
、
樋
口
副
校
長
か
ら
ご
来
賓

の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
案

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
総
員
賛
成

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
恒
例
の
記
念
講

演
は
、
国
語
科
教
師
と
し
て
厚
木
高
校

で
も
教
鞭
を
執
ら
れ
た
、
初
参
加
の
岩

壁
清
吉
先
生
（
高
四
回
）
に
ご
登
壇
い

た
だ
き
、
《
厚
高
を
基
底
に
教
え
る
こ

良
い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

２
年
生
の
時
は
、
旧
校
舎
の
取
り
壊

し
の
た
め
寿
町
の
旧
厚
木
東
高
校
（
現

厚
木
小
学
校
）
で
の
生
活
で
し
た
。
本

厚
木
駅
が
近
く
な
り
、
通
学
が
楽
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
年
の
思
い
出
は
、
何

と
い
っ
て
も
九
州
へ
の
修
学
旅
行
で

す
。
専
用
列
車
で
小
田
原
か
ら
型
時
間

か
け
て
の
長
い
旅
で
し
た
。
指
宿
温
泉

の
「
ジ
ャ
ン
グ
ル
風
呂
」
や
日
南
海
岸

の
美
し
さ
、
別
府
温
泉
の
「
血
の
池
地

獄
」
な
ど
が
今
で
も
な
つ
か
し
く
蘇
り

ま
す
。
宮
崎
交
通
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
紹

介
し
て
く
れ
た
、

岬
の
風
に
泣
い

て
散
る
…
ｌ
で
始
ま
る
「
南
国
情
話
」

新
井
寛
明
（
高
副
回
）

９

６

と
で
教
わ
っ
た
弱
年
間
》
と
題
し
て
、

創
立
百
周
年
記
念
の
時
に
出
版
さ
れ
た

三
戸
陵
百
年
の
歩
み
（
歴
史
編
）
』
（
平

成
巧
年
３
月
丸
井
図
書
出
版
）
か
ら
、

氏
が
執
筆
を
担
当
さ
れ
た
第
５
章
を
中

心
に
厚
木
高
校
の
歴
史
の
概
要
を
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
配
布
資
料
の
中

に
は
多
く
の
卒
業
生
の
名
前
が
登
場
し

て
い
て
、
厚
木
高
校
百
年
の
壮
大
な
歴

史
の
骨
格
を
造
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
、
厚
杢
局
校
の
「
歴
史
」
と
か
「
伝
統
」

と
か
と
い
う
も
の
は
、
一
人
一
人
の
卒

業
生
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
て
来
た

も
の
な
の
だ
な
と
い
う
感
想
を
強
く
持

ち
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
初
参
加
の
方
々
に
自

無

撫

建

護

轆

裟

と
い
う
美
し
い
曲
は
と
て
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

３
年
生
に
な
る
と
、
新
校
舎
が
一
部

完
成
し
、
３
年
生
だ
け
入
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
体
育
大
会
で
は
、
フ
オ
ー

ク
ダ
ン
ス
の
時
に
３
年
生
に
あ
る
「
特

権
」
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
厚

高
は
、
女
子
生
徒
の
数
が
１
割
く
ら
い

で
し
た
の
で
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時

に
は
東
高
か
ら
女
子
生
徒
が
応
援
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
に
な
り
ま
し
た
。

男
女
で
１
列
に
な
ら
び
、
ペ
ア
を
組
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
女
子
の
数
が
足
ら

ず
身
長
の
高
い
男
子
は
女
子
役
に
ま
わ

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

も
そ
の
一
人
で
し
た
。
運
の
な
さ
を
感

じ
る
１
日
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

傘
琴あ
れ
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
ま
し

た
。
現
在
は
同
窓
会
の
広
報
委
員
を
務

め
て
い
ま
す
が
、
偶
然
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

だ
っ
た
伊
勢
原
の
小
澤
久
夫
君
、
平
塚

の
月
本
大
洋
君
と
の
再
会
が
あ
り
、
驚

き
と
喜
び
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

小
田
原
市
在
住
の
応
援
団
Ｏ
Ｂ
、
石
川

芳
雄
氏
（
高
”
回
）
が
参
加
さ
れ
、
校

歌
や
応
援
歌
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
ご
披
露

い
た
だ
き
、
会
場
が
大
い
に
僻
り
上
が

り

ま

し

た

。

令
和
元
年
度
の
相
模
原
戸
陵
会
は
、

本
部
の
各
種
行
事
に
参
加
す
る
と
と
も

に
、
８
月
の
納
涼
会
、
２
月
の
賀
詞
交

歓
会
な
ど
支
部
独
自
の
活
動
を
通
じ

て
、
同
窓
の
絆
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
令
和
２
年
４
月
の
緊
急
事
態
宣

言
以
降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
定
期
総
会
を

始
め
と
す
る
事
業
の
開
催
が
で
き
ず
困

惑
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
本
部
や
各

支
部
の
動
向
を
参
考
に
し
、
活
動
再
開

の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て

い

ま

す

。

（
清
川
戸
陵
会
）

所
帯
は
小
さ
く
と
も
、

皆
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す

少数精鋭で活躍する清川戸陵会の役員たち

こ
の
微
笑
み
、
皆
さ
ん
元
気
で
す
。

令
和
２
年
２
月
８
日
、
地
元
食
事
処
「
花

の
木
」
で
、
「
清
川
戸
陵
会
」
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
諸
般
の
事
情
に
よ

り
、
例
年
よ
り
だ
い
ぶ
遅
い
総
会
と
な

り
ま
し
た
。
総
会
は
、
事
業
報
告
・
決

算
報
告
、
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
の

審
議
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
役
員
改
選
の
年
度
に
あ
た
り
、
ま
た

下
嶋
和
美
会
長
（
高
加
回
）
の
ご
勇
退

に
伴
い
、
新
役
員
を
選
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
（
後
掲
）
。

議
事
は
円
滑
に
進
み
、
終
了
後
、
皆

さ
ん
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
懇
親
会
へ
と

移
り
ま
し
た
。
そ
の
会
で
は
、
岩
沢
衛

先
誰
（
高
吃
回
）
よ
り
、
「
憶
い
出
の
杜
」

整
備
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
披
露
さ

れ
、
皆
さ
ん
是
非
来
年
度
は
訪
れ
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

会
が
進
む
中
で
、
井
上
惠
弘
先
誰
（
高

６
回
）
よ
り
会
員
に
対
し
て
厳
し
く
も

温
か
い
励
ま
し
の
撒
を
い
た
だ
き
、
出

席
者
一
同
、
心
に
染
み
入
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

尚
今
年
度
、
３
名
の
新
規
会
員
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
会
が
賑
や
か
に

な
り
ま
し
た
。

清
川
戸
陵
会
新
役
員
（
敬
称
略
）

会

長

山

田

和

彦

（

高

型

回

）

（

広

報

委

員

兼

務

）

副

会

長

山

口

朝

生

（

高

お

回

）

害

記

落

合

秀

夫

（

高

諏

回

）

（

事

務

局

長

兼

務

）

会

計

守

屋

薫

（

高

調

回

）

今
罰
陛
皿
査
岩
沢
澄
夫
（
高
唱
回
）

″

下

嶋

清

一

（

高

四

回

）

広

報

委

員

・

山

田

和

彦

（

高

塑

回

）

サ

あつき飯山温泉

窺えI劣伽値
経産省選定 住友重機械工業グループ

住重横須賀工業(株）
◎地域未来牽引企業

顧問飯島正明(高23回）
代表取締役石川範義(高'0回）

神奈川県厚木市飯山4916

TEL･046-242-0008(代）

識FAX.O46－241－8975

●東京案内TEL,O3-3207-OOO8

●URLhttp://www.motoyu.cojp

識

盛

り

や

⑪
〒237－8555

神奈川県横須賀市夏島町19番地

TELO46-869-1707

FAXO46-869-1648

ム③アイフォーコ
IF℃RCOM===

加川広志(高25回・津久井戸陵会）
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座
間
戸
陵
会
（
大
矢
正
次
会
長
・
高

狸
回
）
で
は
、
第
記
回
定
期
総
会
を
、

昨
年
６
月
焔
日
に
座
間
神
社
「
す
い
め

い
」
に
て
、
学
校
か
ら
は
樋
口
一
考
副

校
長
、
同
窓
会
か
ら
は
落
合
重
治
副
会

長
、
志
村
祐
一
事
務
局
次
長
、
そ
し
て

他
支
部
か
ら
３
名
の
来
賓
の
方
に
ご
出

朧
い
た
だ
き
、
加
藤
隆
夫
幹
事
（
高
証

回
）
の
司
会
進
行
に
よ
り
廃
大
に
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
大
矢
正
次
会
長
が
議
長

と
な
り
醜
業
報
告
、
会
計
報
告
、
新
年

度
の
事
業
計
画
案
が
審
議
さ
れ
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
講
演
会
は
、
元
航
空
自
術
隊

空
将
の
平
本
正
法
氏
（
商
調
回
）
を
招

い
て
「
我
が
国
の
安
全
保
障
」
と
越
し

て
講
減
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平

本
氏
は
、
高
校
時
代
は
応
援
団
で
活
躍

さ
れ
、
そ
の
後
防
衛
大
学
校
か
ら
航
空

自
衛
隊
に
入
隊
。
全
国
の
各
基
地
や
米

国
で
の
勤
務
を
経
験
し
、
入
間
基
地
に

司
令
部
を
侭
く
中
部
航
空
方
面
隊
司
令

官
を
最
後
に
２
０
１
６
年
に
退
官
さ
れ

ま
し
た
。

講
減
の
内
容
は
、
航
空
自
衛
隊
の
組

織
や
現
状
、
世
界
情
勢
と
各
国
の
軍
事

状
況
、
自
衛
隊
の
今
後
の
課
題
な
ど
を

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
和
な
毎

日
が
続
く
の
が
当
た
り
前
で
、
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
を

聞
い
て
多
少
緊
張
感
を
持
つ
程
度
で
し

た
が
、
平
本
氏
の
話
を
聞
き
実
際
の
世

界
情
勢
の
緊
迫
し
た
状
況
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
一
番
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、

／~、

僅
偕
峠
僅
Ｃ

第
遡
回
支
部
総
会
開
催

講
演
は
平
本
氏
言
翠
旦
「
我
が
国
の
安
全
保
障
」

座
間
戸
陵
会

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
回
数
で
す
。
ス
ク
ラ

ン
ブ
ル
と
は
領
空
侵
犯
を
す
る
恐
れ
の

あ
る
国
締
不
明
機
に
対
し
警
告
す
る
為

の
戦
闘
機
の
緊
急
発
進
の
事
で
す
。
こ

の
回
数
が
近
年
で
は
年
間
１
０
０
０
回

に
も
及
び
、
加
年
前
の
約
３
倍
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
現
代
戦

に
お
い
て
は
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、
電
磁

波
で
の
攻
撃
か
ら
守
る
と
い
う
新
た
な

領
域
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
陸

海
空
の
領
域
を
横
断
融
合
さ
せ
た
防
衛

が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
の
事
で
し

た
。
懇
親
会
で
は
、
樋
口
副
校
長
よ
り
高

＝シ

市
川
章
（
術
調
回
）

私
が
厚
高
に
在
学
し
て
い
た
の
は
、

半
世
紀
余
り
前
。
今
で
は
完
全
死
語
と

な
っ
た
が
、
戦
後
生
ま
れ
の
「
現
代
っ

子
」
世
代
で
あ
り
、
又
２
０
２
５
年
間

腿
の
大
本
世
代
で
も
あ
る
。

当
時
学
年
に
於
け
る
女
生
徒
の
総
数

が
釦
名
、
全
学
年
で
も
釦
余
名
。
従
っ

て
、
体
育
祭
恒
例
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

で
は
男
女
ペ
ア
成
立
の
確
立
の
悲
喜
劇

校
の
近
況
報
告
、
出
旅
者
か
ら
は
商
校

時
代
の
思
い
出
話
な
ど
を
し
て
い
た
だ

き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
ｃ

（
津
久
井
戸
陵
会
）

旧
校
舎
は
青
春
の
思
い
出
と

伝
統
、
文
化
、
誇
り
の
象
徴

学校や同窓会本部からの来賓で、毎回盛大に開催される座間戸陵会の総会

Ｑ
Ｌ

ノ
、

会
長
菅
野
敬
子
（
高
超
回
）

的
低
さ
は
必
然
の
成
行
き
。
又
応
援
合

戦
で
は
、
女
生
徒
仲
間
で
手
作
り
の
白

い
ミ
ニ
ス
カ
と
赤
い
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
の

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
の
応
援
を
実
淡
。
現
在
新
し
き
伝
統

を
形
成
し
た
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
の
前

身
・
走
り
は
私
達
？
ん
ん
・
・
・
。

そ
れ
は
種
い
て
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

に
纏
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
。
実
は
新
聞

そ
し
て
、
青
春
時
代
に
思
い
を
は
せ

な
が
ら
校
歌
を
熱
唱
し
、
佐
藤
裕
洋
幹

事
《
戯
、
回
）
の
閉
会
の
言
葉
で
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

創立100周年に筆者（菅野）制作・寄贈された旧校舎復元建築模型

部
Ｏ
Ｂ
の
私
が
創
立
帥
周
年
記
念
厚
高

新
聞
縮
刷
版
の
中
で
見
出
し
た
、
「
高

校
で
描
く
日
本
（
県
立
岡
崎
高
校
）
」

の
見
出
し
の
ス
ポ
ッ
ト
記
事
。
同
校
校

長
の
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
我
校
の
校

訓
の
質
実
剛
健
に
反
す
る
み
だ
ら
な
行

為
で
あ
る
」
と
の
禁
止
発
言
に
端
を
発

し
た
物
議
の
顛
末
で
あ
る
。
結
果
は
流

石
に
全
国
的
支
援
の
反
響
に
加
え
て
、

県
教
育
委
員
会
の
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

は
高
校
の
指
導
要
録
に
入
っ
て
い
る
の

に
禁
止
す
る
の
は
お
か
し
い
」
と
の
通

告
も
あ
り
、
無
事
生
徒
会
主
催
新
入
生

歓
迎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
が
実
施
さ
れ
た

と
の
こ
と
。
改
め
て
当
時
の
時
代
性
に

感
じ
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。

も
う
一
つ
厚
高
校
舎
に
纏
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
。
前
記
事
を
逆
上
る
こ
と
３

年
、
昭
和
調
年
４
月
桜
の
頃
、
下
村
湖

人
の
自
伝
的
教
養
作
品
「
次
郎
物
語
（
Ｓ

６
年
～
）
」
を
映
画
化
し
た
「
若
き
日

の
怒
り
」
の
ロ
ケ
先
と
し
て
本
校
が
選

ば
れ
て
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
多
数
の

生
徒
が
出
漁
し
た
こ
と
、
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

県
立
第
三
中
学
校
と
し
て
、
和
洋
折

衷
の
建
築
様
式
で
建
て
ら
れ
た
威
風

堂
々
た
る
学
舎
。
当
時
で
も
稀
少
な
古

き
風
格
と
風
情
か
ら
ロ
ケ
地
と
し
て
選

ば
れ
た
の
で
あ
る
。
~

私
個
人
、
厚
高
の
伝
統
と
文
化
の
象

徴
的
存
在
だ
っ
た
こ
の
校
舎
で
３
年
間

過
ご
し
た
最
後
の
学
年
と
し
て
、
絡
別

な
思
い
と
誇
り
と
愛
着
が
あ
る
。
そ
し

て
そ
の
思
い
が
昂
じ
て
創
立
１
０
０
周

年
の
隙
校
舎
の
復
元
建
築
模
型
（
縮

尺
１
／
２
０
０
）
を
制
作
、
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
一
昨
年
の

津
久
井
戸
陵
会
総
会
で
は
話
題
の
材
に

と
借
り
受
け
披
露
し
、
大
い
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
展
示
の
予
定
も
あ

り
、
様
々
な
思
い
を
馳
せ
る
一
助
に
！

そ
の
折
に
は
ど
う
ぞ
ご
一
覧
あ
れ
。

創業明治十三年

大矢製畳株式会極
総合電気設備工事

眞崎電工繍裁裳識 傭》神山クリーニシグ膳
取締役会長神山宏（高'7回）

〒252-0027

神奈川県座間市座間1－3185－2

TEL？O46－251－0201

FAX:046-255-2525

携帯:090-2451-9778

MAIL:kamiyamaetdi,zdiwd.Or.jp

代表取締役真崎和秋（高22回）

〒252-0027

神奈川製座間巾挫間1‐3275

TEL O46-251-2054

FAX O46-255-5488

MAIL mdk@mbenifty・CO、

代表取締役大矢正次（間’4回）

〒252‐0027

神奈川鼎座間市座間1－4188

（座間小学校西側）

TEL O46-251-0032

FAXO46251‐6848
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あ
れ
か
ら
、
年
、
人
生
に
は
不
思
議

な
縁
が
あ
る
も
の
だ
。

私
が
伊
勢
原
中
学
校
２
．
３
年
生
の

時
の
担
任
は
、
授
業
巾
の
余
談
が
お
上

手
で
、
お
酒
の
好
き
な
平
本
先
生
（
中

調
回
）
昭
和
濁
年
野
時
、
銘
～
詔
歳

で
あ
っ
た
。
あ
る
帰
り
の
Ｈ
・
Ｒ
で
、
「
今

日
は
こ
れ
か
ら
、
大
先
誰
と
一
緒
の
同

窓
会
が
あ
る
ん
だ
」
と
嬉
し
そ
う
に
話

を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

ず
っ
と
後
で
判
る
こ
と
だ
が
、
あ
の

集
い
こ
そ
が
、
何
と
現
在
各
支
部
で
行

わ
れ
て
い
る
、
各
戸
陵
会
総
会
の
第
一

号
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
訳
で
、

戸
陵
会
支
部
の
名
簿
が
出
る
と
、
常
に

〆~、

伊
勢
原
戸
陵
会

伊
勢
原
戸
陵
会
設
立
刈
周
年

、_ノ

淵

近

藤

俊

二

（

尚

６

回

）

伊
勢
原
・
秦
野
・
津
久
井
・
平
塚
と
、

結
成
順
に
戸
陵
会
名
が
出
て
く
る
こ
と

に
な
る
。

さ
て
そ
の
翌
年
、
私
は
晴
れ
て
厚
木

高
校
に
入
学
、
如
歳
に
な
っ
た
こ
ろ
「
白

風
呂
蚊
と
小
倉
服
を
懐
か
し
む
会
」
の

末
席
に
招
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
多
い

時
は
、
参
加
者
が
１
０
０
名
を
超
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
明
治
・
大
正
を
経
た

先
錐
方
の
話
は
楽
し
か
っ
た
。
冬
場
の

寒
稽
古
は
全
員
参
加
、
真
っ
暗
な
４
時

頃
家
を
出
る
。
途
中
、
田
ん
ぼ
に
穣
ん

で
あ
る
稲
わ
ら
を
燃
や
し
て
暖
を
と

り
、
時
に
は
焼
い
も
を
焼
い
て
食
べ
な

が
ら
学
校
へ
。
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
、

垂1

母校100周年記念式典に、小倉服（学生服）に

高下駄、白風呂敷姿で臨む伊勢原戸陵会の面々

走
っ
て
戸
室
の
坂
を
上
っ
た
こ
と
も
．

も
ち
ろ
ん
、
高
下
駄
は
白
風
呂
蚊
と
共

に
首
に
ぶ
ら
下
げ
て
~
・
な
ど
と
。

母
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典
の
時
、

私
た
ち
は
戸
室
の
坂
を
小
倉
服
（
学
生

服
）
に
間
下
駄
ぱ
き
、
白
風
呂
敷
を
一
胴

か
ら
か
け
、
正
門
で
写
真
を
撮
り
、
学

校
に
入
っ
て
い
っ
た
の
も
懐
か
し
い
。

そ
こ
で
我
が
戸
陵
会
で
は
、
今
年
の

総
会
を
「
第
沁
回
記
念
」
と
冠
を
つ
け
、

恒
例
の
火
山
登
山
を
行
っ
た
後
、
親
子

２
代
（
中
如
同
卒
・
高
沁
回
卒
）
の
先

導
師
武
川
旅
館
で
総
会
を
持
と
う
と
計

一
昨
年
に
待
望
の
長
男
が
誕
生
し
、

日
に
Ｒ
に
色
々
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
息
子
が
成
長
し
て
い
く
姿
を

楽
し
み
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
将
来
は

自
立
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
社
会
人
に

な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
、
ま
ず
は
、
蛙

本
が
大
事
な
の
で
、
本
の
読
み
聞
か
せ

を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
初
は
本

を
読
む
こ
と
よ
り
も
、
ペ
ー
ジ
を
ひ
た

す
ら
め
く
る
こ
と
に
熱
心
で
、
時
に
は

夢
中
に
な
る
あ
ま
り
本
を
破
い
て
し
ま

い
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
雌
近
で
は
読

ん
で
欲
し
い
本
が
あ
る
と
自
分
か
ら
本

を
持
っ
て
き
て
、
私
の
膝
の
上
に
座
っ

て
熱
心
に
読
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
運
動
神
経
も
良
く
な
っ
て
欲

し
い
と
思
い
、
な
る
べ
く
歩
か
せ
よ
う

と
し
ま
す
が
、
自
分
が
歩
く
と
こ
ろ
で

は
な
い
と
思
う
と
、
す
ぐ
に
抱
っ
こ
と

言
っ
て
甘
え
て
く
る
の
で
、
私
も
そ
の

可
愛
さ
に
負
け
て
し
ま
い
、
す
ぐ
に

〆~、

綾
瀬
戸
陵
会

４
代
目
に
向
け
て
子
育
て
奮
闘
中

、_ノ

武
藤
龍
太
朗
（
商
釦
回
）

画
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
各
支
部
か
ら
大
勢
の
ご
参

加
を
役
員
一
同
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

〈
沁
周
年
記
念
大
山
登
山
〉
の
ご
案
内

と
き
／
令
和
２
年
、
月
詣
日
（
日
）

参
加
費
／
交
通
賀
幡
食
は
各
自
負
担

誕

舗

聾

云

会

費

は

７

０

０

０

円

申
し
込
み
／
各
支
部
単
位
に
て

※
各
支
部
長
宛
に
案
内
・
申
込
謀
送
付

問
い
合
わ
せ
／
斉
藤
実

０
４
６
３
．
９
４
．
３
７
３
２

０
９
０
．
１
１
０
７
．
６
０
３
０

抱
っ
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
（
妾
に
は
、

い
つ
も
口
で
は
厳
し
く
す
る
と
言
っ
て

い
る
の
に
息
子
に
甘
す
ぎ
る
と
怒
ら
れ

ま
す
．
．
）

そ
ん
な
中
で
、
ま
だ
ま
だ
気
が
早
く
、

息
子
の
将
来
に
父
親
が
あ
ま
り
口
出
す

の
は
良
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
唯
一
息

子
に
願
っ
て
い
る
こ
と
は
、
息
子
に
も

厚
木
高
校
に
入
学
し
て
欲
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

祖
父
や
父
も
厚
木
商
校
で
、
私
で
３

代
目
な
の
で
、
息
子
に
も
厚
木
高
校
に

入
学
し
て
４
代
目
に
な
っ
て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
、

自
分
が
厚
木
高
校
に
通
っ
て
、
様
々
な

経
験
を
し
、
素
晴
ら
し
い
同
級
喉
に
会

う
こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
厚
木
高
校

で
の
３
年
間
は
私
の
人
生
の
礎
と
な
っ

た
の
で
、
息
子
に
も
そ
う
い
う
蝋
境
で

有
意
義
な
３
年
間
を
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
思
う
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
私
は
、
祖
父
や
父
か
ら
厚

木
高
校
に
行
っ
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た

こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
で
す
。
で
は
、

ど
う
し
て
、
僕
が
厚
木
高
校
を
目
指
し

た
の
か
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
小
学

生
の
頃
に
祖
父
か
ら
、
祖
父
も
父
も
厚

木
満
校
に
通
っ
て
い
た
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
、
う
ち
の
家
系
は
み
ん
な
厚
木

高
校
に
通
う
も
の
な
の
か
な
と
思
っ
た

の
と
同
時
に
自
分
も
入
学
で
き
た
ら
３

代
目
で
な
か
な
か
珍
し
い
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
う
考
え

る
と
、
息
子
に
も
う
ち
の
家
系
は
み
ん

な
厚
木
高
校
に
通
う
も
の
だ
と
思
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
な
の
で
、
毎
年
戸

陵
祭
に
行
く
こ
と
を
恨
例
行
事
と
し
、

あ
と
は
静
か
に
見
守
っ
て
い
よ
う
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
、
数
年
先
の

話
で
す
が
…
。

祖父から、 1昨年誕生の息子まで、何

とか4代続けて母校へと願い"特訓中“

＝おかげさまで99年＝

三橋建設産業(株）
＝お酒のご注文は＝

たかはし歯科(高29回）

|･預栖店● 代表取締役三橋要(高2'回）

一級建築士 一級建設施工管理技士

一級土木施工管理技士

本社／神奈川県伊勢原市田中975

事業部／神奈川県伊勢原市板戸806
TELO463-95-1133

FAXO463-94-2727

つとむ

高橋力(高'8回）
（通称ミスタートム）

神奈川県伊勢原市桜台2-22-1不二ビル2F

TELO463-94-8888

FAXO463－94-8840
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私
は
高
校
時
代
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
未
経
験
で
入
部
し
た
の
で
、
非
常
に

大
変
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
コ
ー
ト
が

校
庭
の
隅
に
あ
り
、
慣
れ
な
い
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
で
土
の
コ
ー
ト
に
顎
を
ぶ
つ

け
て
、
よ
く
け
が
を
し
た
も
の
で
し
た
。

高
校
卒
業
と
同
時
に
、
地
元
小
鮎
中
学

校
時
代
の
同
級
生
ら
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
作
り
、
厚
木
市
の

大
会
な
ど
へ
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
就
職
や
子
育
て
な
ど
あ
り
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
と
も
遠
ざ
か
っ
て
い
き
ま

し
た
。
で
も
時
々
は
市
民
体
育
祭
な
ど

へ
声
を
か
け
て
も
ら
い
参
加
し
て
い
ま

し
た
。そ
し
て
、
仕
辨
の
関
係
で
２
度
の
沸

手
県
へ
の
岻
勤
を
経
験
し
ま
し
た
。
１

度
目
は
釦
歳
か
ら
６
年
間
家
族
と
と
も

に
、
２
度
Ｈ
は
妬
歳
か
ら
９
年
半
単
身

赴
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
転
勤
を
終

え
て
地
元
に
戻
っ
て
き
て
す
ぐ
に
、
（

（
小
鮎
戸
陵
会
）

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
を
楽
し
む

来年の｢ねんりんビック神奈川大会｣の成功をめざす小鮎クラブ

今
ま
で
地
域
に
あ
る
「
宝
」
に
光
を

あ
て
見
聞
を
広
め
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
七
沢
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
「
神
奈

川
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

団
」
（
以
後
、
「
神
奈
川
リ
ハ
」
と
称
す
）

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
学
科
を
訪

問
し
ま
し
た
。
「
神
奈
川
リ
ハ
」
は
１

９
７
３
年
に
没
な
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ

半
枇
紀
に
わ
た
っ
て
先
進
医
療
の
臨
床

研
究
、
治
療
を
推
進
し
、
特
に
、
設
立

当
初
は
「
東
洋
一
」
の
設
備
を
誇
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

レ
ー
ボ
ー
ル
関
係
の
知
人
か
ら
「
小
鮎

ク
ラ
ブ
」
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
一
締
に

や
ろ
う
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
の

め
り
込
む
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

小
鮎
ク
ラ
ブ
は
創
設
加
年
で
、
メ
ン

バ
ー
巧
名
、
チ
ー
ム
と
し
て
は
週
３
回
、

私
個
人
は
金
曜
と
日
曜
の
週
２
回
の
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
年
齢
は
ほ
ぼ
同
年

代
で
す
が
、
練
習
で
は
若
い
チ
ー
ム
も

一
緒
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
は

い
ろ
い
ろ
な
全
国
大
会
に
出
場
し
て
い

る
チ
ー
ム
で
す
。
私
も
そ
ん
な
チ
ー
ム

（
玉
川
・
森
の
里
戸
陵
会
）

ｆ

Ｉ

ｌ

■

ｌ

ｈ

ｌ

Ｉ

ｌ

０

１

ｆ

ｌ

１

１

Ⅱ

１

日

’

０

９

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

■

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｌ

４

ｌ

１

１

■

１

秋
の
研
修
会
報
告

県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
団
見
学

会

長

三

橋

敬

司

爲

間

）

吉
岡
章
（
高
あ
回

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
学
科
で

は
、
義
肢
、
義
装
具
、
体
の
動
き
を
補

助
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
研
究
開
発
を

す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
、
病
院
内
の
一
組

織
の
中
で
義
装
具
の
研
究
や
製
作
を
し

て
い
る
所
は
珍
し
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
リ
ハ
ビ
リ
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
恐
帝
一
人
ひ
と
り
の

体
幹
や
歩
行
等
逆
動
能
力
を
科
学
的
に

測
定
し
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
治
擁
、
訓

練
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
患
者
に
提

供
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

に
入
り
、
一
緒
に
練
習
し
、
技
術
を
磨

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
に
知

り
合
い
の
チ
ー
ム
が
あ
り
、
遠
征
に
も

月
１
回
以
上
の
ペ
ー
ス
で
出
か
け
て
い

ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
全
国
に
バ
レ
ー

仲
間
が
贈
え
ま
し
た
。

今
年
、
小
鮎
ク
ラ
ブ
は
創
立
加
周
年

を
迎
え
、
２
月
に
記
念
交
流
試
合
と
懇

親
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
全

岡
か
ら
１
２
０
名
を
越
え
る
人
た
ち
に

参
加
い
た
だ
き
、
非
常
に
有
意
義
な
交

流
が
図
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は

コ
ー
ト
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
、
ネ
ッ

ト
の
高
さ
は
２
ｍ
、
ボ
ー
ル
は
外
周
が

沼
、
の
ゴ
ム
製
、
４
人
制
で
男
女
や
年

齢
別
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
色
々
あ
り
ま

す
。
我
々
の
チ
ー
ム
は
男
女
各
２
名
の

ト
リ
ム
で
、
、
歳
台
の
時
は
シ
ル
バ
ー

の
部
、
釦
歳
に
な
っ
て
か
ら
は
ゴ
ー
ル

そ
こ
で
、
「
神
奈
川
リ
ハ
」
が
行
っ

て
い
る
連
動
能
力
の
測
定
を
実
際
に
体

験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
被
験
者

と
し
て
当
会
員
の
越
智
裕
氏
（
高
お
回
）

の
体
に
測
定
具
を
装
着
し
、
室
内
の
数

台
の
赤
外
線
カ
メ
ラ
で
歩
行
の
様
子
を

撮
影
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
ー
を

映
し
出
す
の
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
（
写
真
参
照
）
後
日
、
「
神
奈
川
リ
ハ
」

か
ら
越
智
氏
に
デ
ー
タ
分
析
し
た
図
表

並
び
に
コ
メ
ン
ト
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

被
験
者
と
し
て
お
願
い
し
た
越
智
氏

か
ら
次
の
様
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
『
今
回
、
被
験
者
と
し
て
歩
く
こ
と

と
な
り
、
で
き
る
だ
け
将
段
通
り
に
歩

く
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
が
、
鯉
時
間
の

検
査
で
ど
の
よ
う
な
診
断
が
な
さ
れ
る

の
か
と
い
う
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
当

日
の
研
修
会
で
は
す
ぐ
に
計
測
の
結
果

を
解
析
し
て
、
歩
く
時
の
手
の
振
り
が

ド
の
部
に
主
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
始
め
て
５
年
後
の

２
０
１
４
年
に
釦
歳
以
上
の
国
体
と
言

わ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ビ
ッ
ク
」
の
全
国

大
会
に
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
出
場

し
、
見
事
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
２
０
１
８
年
に
も
出
場
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
時
の
開
催
雌
の

方
た
ち
の
歓
迎
ぶ
り
に
非
常
に
感
激
し

ま
し
た
。

２
０
２
１
年
に
ね
ん
り
ん
ビ
ッ
ク
が

神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
も
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
役
員
と
し
て
以

前
に
味
わ
っ
た
感
激
を
今
度
は
来
県
さ

れ
る
方
々
に
お
返
し
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
良
い
仲
間
で
、

良
い
運
動
を
し
、
良
い
お
酒
を
飲
ん
で
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
元
気
で
楽
し
く

人
生
を
送
る
た
め
に
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

を
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

少
な
い
こ
と
、
右
肩
が
下
が
り
気
味
の

姿
勢
な
ど
が
指
摘
さ
れ
納
得
す
る
一

方
、
歩
幅
は
同
年
代
の
平
均
よ
り
広
い

こ
と
や
、
左
右
の
足
で
支
え
る
力
が

違
っ
て
い
る
こ
と
、
床
面
を
蹴
る
反
発

力
が
強
い
こ
と
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
、
自

分
で
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
で

意
外
で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
分

析
で
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
骨
折
の
原
因
究

明
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
も
あ

り
神
奈
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

リ
ハ
エ
学
科
の
活
動
を
知
る
機
会
と
も

な
り
ま
し
た
。

後
日
、
さ
ら
に
詳
し
い
検
査
結
果
を

い
た
だ
い
た
際
に
は
、
何
年
代
の
平
均

価
に
今
回
の
検
査
を
重
ね
た
グ
ラ
フ
を

示
さ
れ
、
そ
の
巾
で
膝
か
ら
上
の
動
き

は
平
均
値
以
下
だ
が
足
首
か
ら
下
の
動

き
は
平
均
値
以
上
と
分
析
さ
れ
、
当
日

の
解
析
結
果
を
含
め
短
時
間
で
の
計
測

で
こ
こ
ま
で
わ
か
る
の
か
と
驚
き
ま
し

た
。
』雌
後
に
、
「
神
奈
川
リ
ハ
」
の
研
究

成
果
の
一
端
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
ス
キ
ー
の
滑
降
で

使
わ
れ
る
「
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
の
発
祥
の

地
」
で
あ
る
こ
と
や
そ
の
人
の
必
要
に

応
じ
た
様
々
な
車
椅
子
が
腱
示
さ
れ
て

い
て
、
地
元
に
い
て
初
め
て
知
る
こ
と

が
多
か
っ
た
研
修
会
で
し
た
。

典
心

~

…

轡
■
■
鹿
■
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一
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こ
の
度
、
思
い
が
け
な
く
寄
稿
の
依

頼
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
厚
高
時
代
の

記
憶
を
回
想
す
る
た
め
、
卒
業
後
初
め

て
“
年
振
り
に
母
校
を
訪
ね
て
み
た
。

陽
春
の
穏
や
か
な
午
後
の
ひ
と
時
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
休
校
で
、
校
内
全

体
が
静
寂
で
あ
っ
た
。
校
長
先
生
の
了

解
を
得
て
校
庭
内
を
散
策
し
た
。
断
片

的
だ
が
当
時
の
記
憶
の
一
片
を
ご
披
露

い
た
し
た
い
。

私
は
厚
木
市
棚
沢
か
ら
の
通
学
生

だ
っ
た
。
大
方
の
生
徒
は
自
転
車
通
学

で
、
道
路
は
砂
利
道
、
車
道
と
歩
道
の

区
別
は
無
く
自
動
車
の
士
族
に
は
ま

い
っ
た
。
津
久
井
・
半
原
方
面
、
相
模
原
．

中
津
方
面
か
ら
の
遠
距
離
仲
間
も
大
勢

い
た
。
雨
天
時
に
は
傘
を
差
し
て
片
手

乗
り
で
も
皆
平
気
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ス
の
思
い
出
を
少
し
。
私
の
ク

ラ
ス
に
は
化
学
の
周
期
表
を
完
全
に
覚

え
て
い
る
級
友
や
、
百
人
一
首
を
完
全

に
覚
え
て
い
る
級
友
が
い
た
。
こ
れ
に

は
い
や
は
や
驚
い
た
も
の
だ
。

グ
ラ
ン
ド
で
の
思
い
出
も
少
し
。
冬

季
、
体
育
の
ラ
グ
ビ
ー
の
授
業
を
な
ぜ

か
思
い
出
し
た
。
と
に
か
く
、
ノ
ッ
コ

ン
と
ス
ク
ラ
ム
ば
か
り
。
泥
ま
み
れ
で

へ
と
へ
と
に
な
っ
た
。
休
む
間
も
な
く

次
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

入
学
時
、
応
援
団
に
よ
る
質
実
剛
健

の
も
と
、
校
歌
、
応
援
歌
の
厳
し
い
練

習
を
受
け
た
こ
と
や
田
村
堀
の
全
校
マ

ラ
ソ
ン
大
会
も
懐
か
し
い
。

次
に
、
校
庭
の
印
象
を
ご
紹
介
い
た

し
た
い
。
先
ず
校
門
の
両
側
に
聟
え
る

銀
杏
と
桜
の
大
樹
に
年
輪
を
感
じ
る
。

（
荻
野
戸
陵
会
）

糾
年
振
り
に
母
校
を
訪
ね
て

そ
し
て
、
玄
関
前
の
枝
振
り
の
見
事
な

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
が
創
立
百
十
年
余
り
の
威

光
を
放
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
大
先
輩
で
あ
る
茅
誠
司
先

生
の
文
筆
に
よ
る
【
造
園
記
念
碑
】
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
部
科
学
省

指
定
【
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
】
（
国
際
社
会
リ
ー
ダ
ー
の
人

材
育
成
目
的
校
）
の
掲
示
に
目
を
惹
か

れ
た
。
加
え
て
校
門
の
東
端
に
は
、
２

メ
ー
ト
ル
余
の
鋼
鉄
製
三
剣
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
【
戸
陵
の
鐘
】
が
校
風
を
醸

あ
な
た
の
モ
ッ
ト
ー
は
？
と
聞
か
れ

た
ら
「
智
・
仁
・
勇
」
と
応
え
て
い
る
。

私
が
厚
高
時
代
を
過
ご
し
た
の
は
半

世
紀
以
上
も
前
の
事
で
あ
る
。
三
剣
輝

く
学
帽
を
か
ぶ
り
、
１
年
生
の
時
は
カ

ラ
コ
ロ
と
下
駄
ぱ
き
で
通
学
し
た
。
多

く
の
善
き
友
に
恵
ま
れ
有
意
義
な
高
校

生
時
代
だ
っ
た
。

つ
い
先
日
、
母
校
を
訪
ね
る
機
会
が

あ
っ
た
。
卒
業
以
来
初
め
て
で
あ
っ
た
。

あ
の
当
時
の
木
造
建
て
の
古
風
畷
か
な

懐
か
し
き
学
舎
は
既
に
、
４
階
建
て
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
に
変
貌
し
て
い

た
。
あ
の
温
も
り
の
あ
る
木
造
の
床
、

奥
ゆ
か
し
い
木
造
の
階
段
、
渡
り
廊
下

（
厚
木
戸
陵
会
）

光

り

輝

け

！

”

三

剣

“

会

長

橋

本

和

己

（

命

臘

凹

関
原
金
次
（
満
８
９

~
~

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

し

出

し

て

い

亙

校
庭
内
の
樹
木
（
銀
杏
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

杉
・
椎
・
樫
等
）
は
、
何
れ
も
ひ
と
抱

え
以
上
は
あ
る
大
木
で
、
厚
高
の
歴
史

と
発
展
を
証
し
て
い
る
。
そ
ぞ
ろ
威
厳

と
威
圧
が
感
じ
ら
れ
る
。

厚
高
は
県
の
「
学
力
向
上
進
学
指
定

校
」
だ
が
、
勉
強
の
み
で
な
く
ク
ラ
ブ

活
動
も
大
変
活
発
と
の
こ
と
。
【
祝
全

国
大
会
参
加
】
と
校
門
に
掲
示
さ
れ
て

い
る
ク
ラ
ブ
を
、
皆
様
に
ご
紹
介
い
た

し
た
い
。

○
弓
道
・
新
聞
・
軽
音
楽
・
吹
奏
楽
・

陸
上
・
ダ
ン
ス
ド
リ
ル

こ
の
度
の
訪
問
は
、
私
に
と
っ
て
青

春
の
思
い
出
を
蘇
ら
せ
て
く
れ
、
認
知

機
能
の
活
性
化
に
も
な
り
、
併
せ
て
母

校
の
歴
史
と
活
躍
に
接
し
、
感
謝
と
誇

り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
た
素
敵
な
ひ
と

時
で
あ
っ
た
。

の
寶
の
子
が
思
い
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に

脳
裏
に
鋭
く
浮
か
ん
だ
の
は
、
石
畳
の

中
庭
！
そ
こ
で
練
習
し
た
校
歌
や
応
援

歌
。
：
・
三
剣
光
り
輝
く
見
ず
や
・
・
今
で

も
ふ
と
口
ず
さ
む
こ
と
が
あ
る
。
半
世

紀
前
の
し
か
も
そ
の
時
の
た
っ
た
３
年

間
だ
け
だ
っ
た
歌
な
の
に
何
故
か
歌
詞

が
今
も
自
然
に
蘇
っ
て
く
る
。
こ
の
三

剣
即
ち
、
剛
健
、
真
剣
、
勤
倹
の
「
智
・
仁
．

勇
」
の
三
徳
は
ず
っ
と
己
の
律
と
し
て

い
る
。
大
学
卒
業
後
、
地
元
の
横
浜
銀
行
に

就
職
し
た
。
地
域
密
着
の
銀
行
な
の
で

厚
局
出
身
者
が
多
く
、
有
志
に
よ
る
「
は

ま
ぎ
ん
戸
陵
会
」
が
あ
り
、
年
１
回
集

睦
合
戸
陵
会
の
親
睦
会
と
し
て
、
昨

年
８
月
型
日
に
平
野
会
長
実
家
の
裏
庭

に
て
真
夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

当
会
は
、
同
窓
会
事
務
局
長
の
石
塚

修
氏
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同

窓
会
副
会
長
で
厚
木
連
合
会
長
の
伊
藤

修
治
氏
、
同
窓
会
事
務
局
次
長
の
志
村

祐
一
氏
、
同
会
計
の
安
藤
康
惠
氏
、
そ

し
て
後
藤
祐
一
代
議
士
を
ゲ
ス
ト
と
し

て
酷
暑
の
中
、
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

い
、
交
歓
し
て
い
る
。
そ
し
て
会
の
最

後
に
は
こ
こ
で
も
皆
肩
組
ん
で
校
歌
を

合
唱
し
て
い
る
。

他
に
も
銀
行
に
勤
務
し
て
い
た
頃
、

厚
高
出
身
者
が
と
て
も
心
の
支
え
に

な
っ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
都
内
支

店
に
い
た
時
、
取
引
先
の
財
務
部
長
が

偶
然
に
も
厚
高
の
先
輩
で
厚
い
ご
交
誼

を
頂
い
た
り
、
津
久
井
に
あ
る
支
店
赴

任
の
時
は
、
相
模
湖
畔
で
の
津
久
井
戸

陵
会
総
会
に
招
か
れ
、
さ
ら
に
日
頃
か

ら
も
身
近
な
お
付
合
い
を
い
た
だ
い

た
。
こ
の
様
に
予
期
せ
ぬ
各
方
面
の
厚

高
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
た
。
そ
し
て
、
今
も
地
元
の
同
窓
生

の
方
々
と
の
交
流
も
深
め
て
い
る
。

今
後
、
こ
の
厚
高
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
社
会

に
役
立
つ
よ
う
、
〃
三
徳
“
を
活
か
し
、

〃
尽
く
せ
し
祖
先
の
功
は
高
し
“
と
後

輩
た
ち
に
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
元
気
に

努
力
し
て
行
き
た
い
。

（
睦
合
戸
陵
会
①
）

真
夏
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

会
歴
平
野
亮
二
（
高
諏
凹

平
野
会
長
の
開
会
宣
言
に
続
き
、
商

７
回
の
葉
山
兵
夫
氏
の
乾
杯
音
頭
に
て

始
ま
り
、
伊
藤
氏
と
後
藤
氏
か
ら
も
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
肉
と
野
菜
を
４
台
の
七

輪
を
使
用
し
、
炭
を
お
こ
し
て
つ
ま
み

に
い
た
だ
き
、
生
ビ
ー
ル
、
焼
酎
、
ウ

イ
ス
キ
ー
、
日
本
酒
な
ど
各
自
お
好
み

の
も
の
を
飲
み
な
が
ら
、
戸
陵
の
仲
間

で
、
よ
も
や
ま
話
に
花
を
咲
か
せ
、
盛

会
裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
い
真
夏
の
ひ
と
と
き
で

し
た
。

平
野
会
長
実
家
の
裏
庭
で
開
か
れ
た
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
。
本
部
役
員
か
ら
後
藤
祐
一
代

議
士
（
高
調
回
）
な
ど
多
数
の
来
賓
を
迎
え

て
盛
大
に
開
催
。

ひとりで悩まず御相談ください｡個人も法人も対応できます。

小田急相模原駅前

大久保博通法律事務所
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厚
木
高
校
で
の
思
い
出
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
部
活
の
こ
と
ば
か
り
で
す
。
吹

奏
楽
部
に
所
属
し
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を

担
当
し
て
い
ま
し
た
、
授
業
前
の
朝
練

習
か
ら
始
ま
り
お
弁
当
は
授
業
間
の
休

み
時
間
に
急
い
で
食
べ
て
お
昼
休
み
も

ま
た
練
習
、
そ
し
て
授
業
後
も
練
習
、

土
日
の
休
み
も
ほ
ぼ
毎
日
練
習
に
明
け

暮
れ
ま
し
た
。

今
思
う
と
よ
く
そ
ん
な
に
長
い
時
間

や
っ
て
い
た
な
ぁ
と
呆
れ
て
し
ま
う
程

で
し
た
が
、
そ
の
当
時
は
も
っ
と
練
習

し
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
よ
う
な
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
二
年
生
の
冬
休
み
、
今

後
の
進
路
を
考
え
な
け
れ
ば
と
い
う
タ

Ｂ
Ｓ
フ
ジ
『
ブ
レ
イ
ク
前
夜
～
次
世

代
の
芸
術
家
た
ち
～
』
で
紹
介
さ
れ
た

新
進
気
鋭
の
七
宝
作
家
常
信
明
子

（
ジ
ョ
ウ
シ
ン
ヒ
ロ
．
）
さ
ん
（
高

配
回
）
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す

。

「
そ
う
い
え
ば
、
高
校
生
の
時
に
着

け
て
い
た
バ
ッ
ジ
も
七
宝
焼
き
で
し
た

ね
、
ま
さ
か
そ
れ
を
仕
事
に
す
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
そ
ん
な
言
葉
が

出
て
き
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

同
窓
生
の
男
性
で
あ
れ
ば
学
ラ
ン
の
詰

襟
に
、
女
性
で
あ
れ
ば
制
服
の
襟
に
着

け
て
い
た
学
年
別
色
違
い
ク
ラ
ス
別
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
バ
ッ
ジ
で
す
。
あ
れ

は
七
宝
焼
き
だ
っ
た
の
で
す
ね
、
皆
さ

ん
は
バ
ッ
ジ
の
色
覚
え
て
い
ま
す
か
。

高
校
生
の
頃
の
思
い
出
と
七
宝
と
の
出

会
い
、
七
宝
作
家
の
誕
生
の
経
緯
を
常

信
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

（
睦
合
戸
陵
会
②
）

七
宝
作
家
の
常
信
明
子
序
言
舌
）
に
聞
く

広
報
委
吉
川
昭
（
高
調
回
）

イ
ミ
ン
グ
と
な
り
よ
う
や
く
真
剣
に
今

後
に
つ
い
て
考
え
た
時
、
ふ
と
頭
に
浮

か
ん
だ
の
は
小
学
校
か
ら
続
け
て
い
た

「
絵
の
教
室
」
の
事
で
、
ぼ
ん
や
り
と
「
美

大
も
い
い
な
」
と
思
い
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
美
大
進
学
に
つ
い
て
調
べ
始

め
た
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て
は
遅

か
っ
た
の
で
す
が
、
３
年
生
に
な
る
直

前
か
ら
都
内
の
予
備
校
に
通
い
始
め
、

美
術
の
勉
強
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
今
ま
で
部
活
一
色
だ
っ
た
生
活
が

今
度
は
美
大
一
色
に
変
わ
っ
て
行
き
ま

し
た
。
高
校
の
授
業
を
受
け
、
放
課
後

は
都
内
の
美
術
予
備
校
に
通
う
日
々
で

し
た
が
、
そ
ん
な
中
で
も
他
の
厚
高
生

が
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
る
様
子
に
刺
激

を
受
け
な
が
ら
実
技
の
練
習
を
し
て
い

ま

し

た

。

予
備
校
に
通
い
始
め
た
当
初
は
漠
然

と
、
コ
プ
ザ
イ
ン
」
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
そ
の
勉
強
を
す
る
中

で
高
校
３
年
の
秋
頃
、
美
術
館
で
の
展

示
を
見
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で

初
め
て
「
工
芸
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

意
識
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
プ

ザ
イ
ン
」
で
す
と
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
部

分
を
主
に
手
掛
け
る
面
が
大
き
い
の
で

す
が
、
私
は
「
工
芸
」
が
作
品
の
構
想

を
練
る
部
分
か
ら
実
際
に
も
の
を
作
り

完
成
さ
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
ほ
ぼ
全
て
自

分
の
手
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
部
分
に

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
様
々
な
素
材
を
、

そ
れ
に
合
っ
た
技
術
を
身
に
つ
け
て
作

品
に
仕
上
げ
て
い
く
「
工
芸
」
の
勉
強

を
大
学
で
す
べ
く
、
そ
こ
か
ら
は
工
芸

科
に
目
標
を
絞
っ
て
受
験
勉
強
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

厚
木
高
校
に
在
籍
し
て
い
た
現
役
生

の
時
に
は
残
念
な
が
ら
合
格
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
浪
で
の

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
末
、
東
京
芸
術
大
学

の
工
芸
科
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
学
の
工
芸
科
で
は
、
１
．
２

年
生
の
間
に
様
々
な
素
材
に
触
れ
る
期

間
を
設
け
て
あ
り
、
私
は
そ
の
な
か
で

金
屈
の
細
か
い
加
工
を
す
る
事
に
面
白

み
を
感
じ
、
そ
の
技
術
を
使
っ
て
制
作

を
し
て
い
く
「
彫
金
」
を
専
攻
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
銅
や
銀
や
真
鐡
、
そ
れ

ぞ
れ
の
合
金
な
ど
様
々
な
種
類
の
金
属

を
使
っ
た
伝
統
的
な
技
法
を
学
び
、
作

蝋
常

信

明

子

さ

ん

の

作

品

・

七

宝

焼

き

私
は
、
昭
和
諏
年
厚
木
高
校
卒
業
の

高
皿
回
生
で
す
。
農
家
の
生
ま
れ
で
、

大
学
進
学
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
３
年
生
に
な
る
と
き
、

２
年
生
の
ク
ラ
ス
の
友
達
の
殆
ど
が
大

学
進
学
ク
ラ
ス
希
望
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
父
親
に
、
授

業
料
は
奨
学
金
と
ア
ル
バ
イ
ト
代
で
払

う
か
ら
入
学
金
を
出
し
て
貰
え
な
い
か

と
哀
願
し
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
農
地

肺
制
作
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
４

年
の
最
初
の
課
題
で
初
め
て
「
七
宝
」

と
い
う
技
法
に
出
会
い
ま
し
た
。
七
宝

は
金
属
の
表
面
に
ガ
ラ
ス
質
の
釉
薬
を

高
温
の
電
気
炉
の
中
で
焼
き
付
け
る
技

法
で
す
。
今
ま
で
金
属
の
み
の
色
の
世

界
の
中
で
の
制
作
で
し
た
が
、
そ
こ
に

ガ
ラ
ス
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
一
気
に
色

幅
が
広
が
り
作
風
に
も
変
化
が
出
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
七
宝
の
而
白
さ
に
の
め

り
込
み
、
そ
の
後
の
卒
業
制
作
、
大
学

院
で
も
七
宝
の
技
法
を
使
っ
て
制
作
を

し
ま
し
た
。

卒
業
制
作
を
き
っ
か
け
に
少
し
ず
つ

学
外
で
の
作
品
発
表
の
機
会
が
増
え
、

大
学
院
時
代
か
ら
は
作
家
生
活
を
並
行

し
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
美
術
の
作
品

を
扱
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
百
貨
店
で
の
作

舳
販
売
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、
制
作
す

る
だ
け
で
は
な
く
人
に
見
て
も
ら
う
と

い
う
面
か
ら
も
新
し
い
刺
激
が
あ
り
、

難
し
い
反
面
と
て
も
面
白
い
経
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
は
企
業
に
就
職
す
る
同
級
生

（
依
知
戸
陵
会
）

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
の
生
活

IlI1IlII1Ill』llll

が
県
の
企
業
庁
に
買
収
さ
れ
た
こ
と

で
、
入
学
金
だ
け
は
出
し
て
貰
え
る
こ

と
に
な
り
、
就
職
ク
ラ
ス
に
決
ま
っ
て

い
た
が
進
学
ク
ラ
ス
に
変
え
て
貰
え
た

の
で
す
。

し
か
し
、
生
徒
会
長
と
し
て
夏
の

キ
ャ
ン
プ
、
文
化
祭
、
体
育
祭
等
生
徒

会
活
動
が
忙
し
く
、
会
長
の
任
期
が
終

わ
っ
た
ｎ
月
に
な
っ
て
本
格
的
な
受
験

勉
強
を
始
め
、
当
時
私
学
で
も
授
業
料

常
信
さ
ん
の
作
品
か
わ
い
い
で
す

ね
、
こ
れ
七
宝
焼
き
で
す
。

厚
木
高
校
同
窓
生
に
は
色
々
な
分
野

で
ご
活
躍
の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
、
常
信
さ
ん
は
ま
だ
ｍ
代
の
若
さ

で
す
が
次
世
代
を
担
う
芸
術
家
と
し
て

期
待
さ
れ
る
存
在
で
す
。
七
宝
作
家
常

信
明
子
さ
ん
の
作
品
が
皆
さ
ん
の
目
に

留
ま
る
こ
と
が
今
後
多
く
な
る
事
と
思

い
ま
す
。

も
多
い
の
で
す
が
、
七
箱
制
作
を
続
け

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
作
家
と
し

て
の
進
路
を
選
択
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

作
家
業
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
展
示
会

で
の
新
し
い
人
と
の
出
会
い
は
勿
論
、

高
校
時
代
の
友
人
や
先
輩
方
と
も
作
品

を
通
し
て
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

本
当
に
続
け
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
伝
統
的
な
技
法

で
あ
る
「
七
宝
」
を
よ
り
面
白
く
、
美

し
く
表
現
で
き
る
よ
う
、
そ
の
技
法
や

魅
力
の
力
を
借
り
て
、
自
分
の
表
現
に

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
性
明
喬
胤
）

が
安
い
と
い
う
理
由
で
中
央
大
学
法
学

部
を
受
験
し
、
合
格
で
き
た
の
で
す
。

依
知
中
学
時
代
は
厚
木
市
の
大
会
で

１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
走
優
勝
、
駅
伝
大

会
で
２
年
連
続
優
勝
、
中
学
・
高
校
で

弁
論
大
会
優
勝
、
中
学
・
高
校
で
生
徒

会
長
を
す
る
等
、
十
分
に
青
春
し
て
き

た
の
で
、
大
学
で
は
勉
強
に
励
も
う
と

決
意
し
、
大
学
２
年
生
の
秋
か
ら
司
法

試
験
合
格
を
目
指
し
て
勉
強
し
、
幸
い

に
も
４
年
生
で
、
し
か
も
ｎ
番
と
い
う

成
績
で
司
法
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
す
。

２
年
間
の
修
習
後
型
才
で
裁
判
官
に

な
り
、
岡
山
、
郡
山
、
京
都
、
岡
崎
と

転
勤
し
、
諏
才
の
時
、
子
供
に
故
郷
を

与
え
て
や
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
退
官

し
、
桜
と
花
火
で
有
名
な
徳
川
家
康
生

誕
の
地
岡
崎
で
弁
護
士
に
な
り
ま
し

た
。
刑
事
・
民
事
・
家
事
等
多
数
の
事

件
を
処
理
し
、
平
成
８
年
に
は
、
負
債

額
３
４
４
億
円
の
大
型
破
産
事
件
の
管

財
人
に
任
命
さ
れ
、
全
脚
駈
の
ス
ポ
ー

ツ
用
品
店
の
売
却
、
副
店
舗
の
ス
ポ
ー

ッ
ク
ラ
ブ
を
ダ
イ
エ
ー
に
営
業
譲
渡
す

る
た
め
、
事
実
上
の
社
長
と
し
て
営
業

継
続
す
る
等
異
例
の
管
財
業
務
で
し

た
。
家
事
調
停
委
員
に
も
任
命
さ
れ
、
離

婚
・
遺
産
分
割
調
停
事
件
を
多
数
担
当

し
、
泥
才
の
時
、
調
停
功
労
と
し
て
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
し
、
皇
居
で
天
皇
陛

下
に
拝
謁
し
ま
し
た
。

裁
判
官
に
な
っ
て
始
め
た
硬
式
テ
ニ

ス
。
全
国
の
裁
判
官
検
事
弁
護
士
が
競

う
全
国
法
曹
テ
ニ
ス
大
会
に
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
出
場
し
続
け
た
り
、
如
才
の
時

に
結
成
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の

お
母
さ
ん
や
Ｏ
Ｇ
の
方
に
テ
ニ
ス
の
指

導
を
続
け
て
い
ま
す
。
家
か
ら
歩
い
て

約
、
分
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
、
毎
週
土

日
の
午
後
３
時
間
家
族
や
テ
ニ
ス
仲

間
と
テ
ニ
ス
を
す
る
こ
と
が
何
よ
り
の

楽
し
み
で
す
。
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幼
少
か
ら
小
学
生
の
唖
は
、
州
模
川

土
手
で
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
で
遊
ん
だ

り
、
広
々
と
し
た
川
園
の
中
を
全
校
児

童
で
イ
ナ
ゴ
取
り
を
し
た
り
、
地
域
の

お
祭
り
の
と
き
は
そ
の
地
区
の
児
壷
全

体
が
学
校
を
早
退
し
て
神
輿
か
つ
ぎ
。

舗
装
道
路
は
な
く
、
砂
利
道
や
農
道
ば

か
り
。
そ
う
い
う
の
ん
び
り
し
た
環
境

で
育
ち
、
厚
木
商
校
に
は
、
雨
の
Ⅱ
で

も
砂
利
道
を
自
転
車
で
通
学
し
た
。
１

年
か
ら
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
中
距

離
を
中
心
に
練
習
を
続
け
た
。
２
年
ま

で
蚊
振
っ
た
が
、
強
豪
競
い
合
う
巾
で
、

ｎ
立
っ
た
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

学
業
も
苦
手
な
も
の
ば
か
り
で
、
よ
く

先
堆
に
し
か
ら
れ
た
り
、
高
校
の
授
業

を
サ
ボ
っ
て
近
く
の
キ
ツ
ネ
塚
に
遊
び

厚
木
巾
戸
川
に
お
住
ま
い
の
小
街
良

夫
さ
ん
は
、
昭
和
訓
年
に
高
校
入
学
の

先
輩
。
幼
少
の
頃
や
高
校
時
代
の
思
い

出
等
の
お
話
を
伺
っ
た
。

（
相
川
戸
陵
会
）

鰐 一 一

F、竜_gww
細 ． ． ［

相
川
地
区
人
物
伝
］

上
戸
田
老
友
会
役
員

小
菅
良
夫
氏
言
Ⅷ
回
）
に
聞
く

』

一

一

輿

一

戸１

座

と

F
Qh

岸

店
削
委
葵

－

毛
利
澄
夫
（
高
加
Ｕ

に
行
っ
た
り
、
学
業
に
励
む
べ
く
円
ら

叱
叱
し
た
り
し
た
つ
も
り
だ
が
、
思
う

よ
う
に
成
績
は
上
が
ら
ず
、
平
々
凡
々

な
学
園
生
活
で
あ
っ
た
。

夏
休
み
等
の
展
期
休
み
は
、
ア
ル
バ

イ
ト
に
粘
を
出
し
た
。
米
亜
の
座
間
基

地
内
で
引
っ
越
し
等
の
作
業
。
将
校
室

の
壁
一
曲
が
世
界
地
図
に
な
っ
て
い

て
、
海
外
の
各
基
地
へ
直
通
電
話
が

か
け
ら
れ
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し

た
。
メ
ッ
キ
工
場
で
の
作
業
も
経
験
し

た
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
人
生
の
よ
い
経
験

に
な
っ
た
。
就
職
ク
ラ
ス
に
い
た
が
、

先
生
の
勧
め
も
あ
り
、
大
学
に
進
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
大
学
卒
業
後
は
、

会
社
員
と
し
て
の
人
生
。
高
校
時
代
の

多
様
な
経
験
と
体
力
作
り
が
大
い
に
役

立
っ
た
と
思
う
。

現
在
、
小
菅
さ
ん
は
、
田
園
や
果
樹

剛
に
Ⅲ
ま
れ
た
肺
か
な
中
に
あ
っ
て
、

L
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体
操
・
散
歩
（
１
Ｈ
１
万
歩
を
Ⅱ
棟
）
・

読
書
α
庭
で
の
野
菜
作
り
な
ど
で
過
ご

し
、
も
う
す
ぐ
帥
歳
。
今
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
で
旅
行
に
出
か
け
ら
れ

私
と
母
校
厚
高
と
の
初
め
て
の
出
会

い
は
、
厚
木
中
学
校
に
在
学
中
の
昭
和

調
年
ま
で
遡
る
。
中
学
１
年
時
に
校
内

弁
論
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
当
時
は
全
校
生
徒
が
集
ま
れ
る
ほ

ど
の
術
墳
や
、
体
育
館
が
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
厚
高
の
誰
堆
を
借
り
る
こ
と

に
な
り
、
戸
室
の
坂
を
上
っ
て
行
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
年
季
が
入
っ
た

古
い
講
章
で
、
当
時
は
ま
さ
か
こ
こ
で

入
学
式
を
迎
え
る
と
は
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
。
当
時
は
現
在
野
球
部
と
サ
ッ

カ
ー
部
が
利
用
し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
の

拡
張
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
士
醗
り

さ
れ
た
校
庭
が
窓
の
外
に
広
が
っ
て
い

た
。
厚
高
の
弁
論
部
は
全
脚
に
名
を
馳

せ
て
お
り
、
最
後
に
弁
論
部
員
に
よ
る

模
範
弁
論
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た

が
、
や
は
り
中
学
生
の
弁
論
と
は
雲
泥

の
誰
が
あ
る
と
つ
く
づ
く
実
感
し
た
。

ど
う
に
か
こ
う
に
か
入
学
で
き
た

が
、
人
学
早
々
、
新
入
生
歓
迎
会
を
開

い
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
情
景
は
、
お

ぼ
ろ
げ
な
が
ら
覚
え
て
い
る
が
、
洗
面

器
片
手
に
声
帯
模
写
を
熱
演
し
て
く
れ

た
先
輩
。
中
で
も
記
憶
に
あ
る
の
が
、

桐
生
晃
、
窪
田
良
子
の
両
先
藷
。
お
二

人
は
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
歌
を
披
露
し
て
く

れ
た
。
残
念
な
が
ら
趣
名
ま
で
は
覚
え

て
い
な
い
が
、
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の

は
、
司
会
者
が
二
人
に
名
前
を
訪
ね
た

時
、
桐
生
さ
ん
は
「
希
硫
酸
で
す
」
、

（
南
毛
利
戸
陵
会
）

旧
校
舎
や
恩
師
、
同
期
の
仲
間

憶
い
出
多
き
我
が
戸
陵

会
長
小
渕
正
志
（
高
唱
回

窪
田
さ
ん
は
「
濃
硫
酸
で
す
」
と
即
座

に
受
け
答
え
し
た
こ
と
で
あ
る
。
開
橋

武
彦
、
中
村
菊
一
両
先
生
の
掛
け
合
い

漫
才
も
中
身
は
と
も
か
く
、
お
こ
方
の

性
格
が
そ
の
ま
ま
出
て
い
た
。
当
然
ボ

ケ
役
は
中
村
先
生
で
、
紳
段
の
授
業
と

同
じ
調
子
で
や
り
取
り
さ
れ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

我
々
は
所
謂
「
団
塊
の
世
代
」
で
あ

り
、
小
学
校
の
時
か
ら
川
級
生
の
数

は
、
他
の
学
年
に
比
べ
ひ
と
際
多
か
つ

た
。
母
校
へ
も
四
百
人
余
り
の
同
級
生

な
い
が
、
そ
の
う
ち
落
ち
着
い
た
ら
、

ま
た
体
を
動
か
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ

る
。
若
い
時
代
に
培
っ
た
体
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
流
れ
て
い
た
。

戸
陵
会
の
女
性
部
で
あ
る
さ
く
ら
戸

陵
会
は
、
令
和
元
年
度
の
第
７
回
総
会

を
二
度
に
わ
た
っ
て
延
期
し
ま
し
た
。

昨
年
、
月
喝
凹
に
厚
木
市
飯
山
の
元

湯
旅
館
で
実
施
予
定
だ
っ
た
と
こ
ろ
、

東
日
本
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

台
風
四
号
の
到
来
の
た
め
翌
春
に
延
期

し
ま
し
た
。
改
め
て
、
本
年
３
月
調
川

に
実
施
の
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
、
令

和
元
年
度
の
総
会
は
中
止
と
な
り
、
第

７
回
総
会
は
感
染
拡
大
が
収
束
し
た
後

〆~、

台
風
ね
号
窪
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

二
度
に
わ
た
る
総
会
の
延
期

さ
く
ら
戸
陵
会

、一ノ

が
入
学
し
た
。
そ
の
た
め
教
室
が
不
足

し
、
２
教
室
分
が
増
築
さ
れ
た
が
、
校

舎
が
新
築
さ
れ
古
い
校
舎
は
取
り
壊
さ

れ
た
後
も
、
そ
の
２
教
室
は
し
ば
ら
く

残
っ
て
い
た
。
３
年
時
に
使
用
し
た
懐

か
し
い
教
室
で
も
あ
っ
た
。
我
々
は
、

古
い
講
堂
で
卒
業
式
を
迎
え
た
最
後
の

学
年
で
あ
り
、
そ
の
年
新
校
舎
建
築
の

た
め
旧
束
高
校
の
校
舎
に
移
り
、
間
も

な
く
校
舎
は
解
体
さ
れ
た
が
、
体
育
館

と
戸
陵
会
館
は
今
で
も
残
っ
て
お
り
、

母
校
を
訪
れ
る
度
に
懐
か
し
く
思
っ
て

い
る
。
私
は
現
在
緑
ヶ
丘
在
住
で
あ
る
が
、

職
場
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、
毎
日
後

輩
た
ち
を
横
目
に
母
校
の
南
側
道
路
を

通
り
徒
歩
通
勤
を
し
て
い
た
。
今
も
街

内
に
出
る
と
き
は
歩
い
て
い
る
が
、
い

つ
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
後
哉
た
ち
の
元

気
な
姿
を
目
に
し
、
我
々
の
時
代
に
比

べ
、
自
由
な
校
風
が
感
じ
ら
れ
、
つ
い

後
泄
た
ち
に
「
が
ん
ば
れ
〃
」
と
声
を

か
け
た
い
気
持
ち
に
な
る
。
母
校
へ
の

憶
い
出
は
尽
き
る
こ
と
が
無
い
。

劔

持

典

子

（

尚

調

Ｕ

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
お
願
い
し
て
い
た
内
山

川
進
医
師
（
高
調
回
）
を
は
じ
め
、
来

賓
の
牌
根
同
窓
会
長
、
上
前
学
校
長
、

会
場
の
元
湯
旅
館
、
参
加
を
予
定
し
て

下
さ
っ
て
い
た
さ
く
ら
戸
陵
会
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
て
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。ち
な
み
に
講
師
の
内
山
順
造
氏
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学
部
瘤
研
究
所
の

博
士
研
究
員
と
し
て
、
癖
と
老
化
に
つ

~

い
て
研
究
を
深
め
て
お
り
、
今
川
の
術

菰
は
「
身
体
の
中
か
ら
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
」
ｌ
最
新
の
老
化
研
究
か
ら

と
い

う
テ
ー
マ
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
。

内
山
氏
は
ま
た
、
神
奈
川
県
医
師
会

公
衆
衛
生
委
員
会
副
会
長
で
も
あ
り

り
、
３
月
加
日
付
け
の
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー

ス
厚
木
、
愛
川
、
清
川
版
に
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
詳
細
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
寄
稿
な
さ
り
、
「
火
の
粉
を

火
事
に
し
な
い
市
民
の
意
識
と
体
制
が

整
え
ば
安
全
な
地
域
が
維
持
で
き
る
」
、

「
今
回
の
試
練
か
ら
、
感
染
症
に
強
い

街
が
創
造
さ
れ
、
自
然
に
籾
し
み
、
身

体
を
動
か
す
健
康
的
な
生
活
が
身
に
つ

け
ば
『
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
』
と
な

る
か
も
」
、
「
心
や
身
体
も
安
全
で
安
ら

か
な
持
続
可
能
な
生
活
を
探
す
時
期
か

も
し
れ
な
い
」
（
抜
粋
）
な
ど
私
た
ち

を
元
気
づ
け
て
く
れ
る
前
向
き
な
記
事

の
内
容
に
、
日
々
不
安
を
抱
え
て
過
ご

し
て
い
る
沢
山
の
市
民
が
励
ま
さ
れ
た

事
と
思
い
ま
し
た
。

今
阿
の
同
窓
会
報
が
発
行
さ
れ
る
頃

に
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
収
ま
り
、
私
た
ち
さ
く
ら
戸
陵
会
の

総
会
も
、
三
度
Ｈ
の
正
血
で
実
施
で
き

る
事
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

1昨年の第6回総会より
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山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
高
３
回
卒
業
の

故
小
森
良
章
さ
ん
が
、
名
簿
を
中
如
回

生
か
ら
高
娼
回
生
ま
で
轄
理
し
、
多
い

時
に
は
登
山
計
川
に
加
名
以
上
の
参
加

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
城
近
で
は
、
名

の
参
加
者
が
や
っ
と
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
毎
年
計
画
を

し
て
集
ま
っ
て
い
る
。
昨
年
皿
″
に
は

紅
葉
の
寸
又
峡
を
１
油
２
Ⅱ
で
肋
ね
て

~

L岳部OB会

寸
又
峡
を
訪
ね
てき

た
＆前
日
ま
で
の
雨
も
ｋ
が
り
参
加
者

は
、
遠
く
は
水
戸
を
早
朝
に
立
ち
東
京

発
８
時
配
分
の
「
こ
だ
ま
」
に
乗
り
、

神
奈
川
県
内
在
住
行
は
小
田
原
で
全
員

が
乗
り
込
ん
だ
。
新
寓
ｔ
で
「
こ
だ
ま
」

を
降
り
、
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
奈
良
時

代
の
占
道
「
蔦
の
細
逆
」
に
沿
っ
て
明

治
昭
和
、
平
成
と
凶
道
１
珊
線
の
猯

泊
瀬
川
孚
（
高
哩
回
）

~

昨年11月 1泊2日で寸又峡を訪ねた山岳部OB会

要
の
増
加
に
対
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
に
開
通

し
た
道
を
尋
ね
た
。

続
い
て
、
小
國
神
社
。
こ
の
神
社
は

静
岡
遠
江
一
宮
で
紅
葉
が
有
名
、
ご
利

益
は
縁
結
び
、
厄
除
け
、
心
願
成
就
と

の
こ
と
で
あ
る
。
お
り
し
も
、
モ
ミ
ジ

が
紅
葉
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
参
加
者

は
、
功
成
り
名
を
遂
げ
た
連
中
ば
か
り

で
せ
い
ぜ
い
「
厄
除
け
」
を
お
寳
銭
に

託
し
た
か
？

初
Ⅱ
の
宿
泊
は
、
お
茶
で
有
名
な
川

根
温
泉
で
「
静
か
な
夜
」
を
過
ご
し
た
。

二
Ⅱ
日
は
、
８
時
出
発
、
寸
又
峡
を

Ｈ
指
し
た
。
混
雑
を
避
け
る
た
め
で
あ

る
。
幸
い
み
な
早
朝
に
は
強
い
連
中
で
、

苦
に
は
な
ら
ず
寸
又
峡
に
向
か
い
「
夢

の
吊
橋
」
を
回
る
行
稗
約
２
時
間
、
渋

滞
に
も
合
わ
ず
紅
菜
と
つ
り
橋
を
楽
し

ん
で
き
た
。

こ
の
後
、
人
井
川
中
流
の
接
Ⅲ
湖
に

か
か
る
大
井
川
鉄
道
井
川
線
の
無
人
駅

（
と
は
い
え
可
愛
い
女
性
駅
長
が
い
た
）

奥
大
井
湖
上
駅
に
立
ち
寄
り
ト
ロ
ッ
コ

列
車
を
待
っ
た
。
こ
の
列
車
は
日
本
唯

一
の
ア
ブ
ト
式
が
残
る
鉄
道
で
急
こ
う

配
の
路
線
を
走
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
か
つ
て
は
、
日
本
百

名
山
を
全
山
踏
破
し
、
２
０
０
０
年
に

は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
「
ア
イ
ラ
ン
ド
ピ
ー

ク
」
標
高
６
２
０
０
メ
ー
ト
ル
に
遠
征

し
、
記
録
を
残
し
て
き
た
Ｏ
Ｂ
も
い
た

が
、
近
頃
は
、
登
山
計
川
に
は
参
加
が

な
く
温
泉
旅
行
が
目
的
で
あ
る
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
山
行
き
を
忘
れ
て
い
な

い
若
手
Ｏ
Ｂ
も
健
在
な
の
で
、
雌
近
で

は
秦
野
〆
陵
会
の
丹
沢
表
尾
根
縦
走
に

参
加
し
た
。

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会
に
参
加
し
て
み
た
い

若
菅
（
尚
皿
回
以
降
の
皆
さ
ん
は
み
な

若
昔
）
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
。

連
絡
先
／
高
哩
回
、
泊
瀬
川
孚
（
は

せ

が

わ

ま

こ

と

）

携

帯

電

話

／

０
９
０
‐
３
５
７
６
‐
４
４
６
５

３
月
１
日
、
読
売
新
聞
朝
刊
記
事
の

叙
勲
者
一
覧
の
瑞
宝
小
綬
草
欄
に
中
村

菊
一
元
県
立
相
模
原
高
校
校
長
（
町
田

市
在
住
）
と
い
う
見
覚
え
の
あ
る
名
前

が
目
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
我
々
配
同
卒
の
拙
任
を
さ

れ
て
い
た
中
村
先
生
だ
ろ
う
と
思
い
、

ラ
イ
ン
つ
な
が
り
の
同
期
の
調
名
に
送

偏
、
す
ぐ
に
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
の
返
佑
が
あ
り
懐
か
し
く
妬
年

も
前
の
授
業
が
話
迦
に
な
っ
た
の
で
し

た
。
「
授
業
中
寝
て
い
る
生
徒
に
〃
○

○
寝
て
る
！
“
と
や
さ
し
く
声
を
掛
け

高
茄
回
同
期
会
コ
ン
ペ
開
催

恩
師
中
村
菊
一
先
生
の
叙
勲
に
祝
意

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
年
に
合
わ
せ
て
開
か
れ

る
高
配
回
同
期
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

て
起
こ
し
て
く
れ
た
よ
ね
」
そ
う
い
え

ば
私
も
良
く
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
「
吉
川
・
・
・
寝
そ
う
Ⅱ
」
。
懐

か
し
い
高
校
１
年
生
の
古
文
の
授
業
の

一
コ
マ
の
話
で
す
。
「
ナ
ム
シ
は
ケ
ム

シ
の
へ
ン
ケ
イ
か
」
の
フ
レ
ー
ズ
覚
え

て
る
よ
Ⅱ
と
い
う
返
信
も
入
っ
て
き
た

の
で
す
。
儲
は
濁
点
が
な
か
っ
た
か
ら

仮
名
で
普
く
と
「
汝
は
源
氏
の
弁
慶
か
」

が
こ
う
な
る
っ
て
先
生
の
話
を
懐
か
し

く
教
え
て
く
れ
た
の
で
し
た
。

あ
る
川
期
か
ら
は
自
分
の
名
前
の
統

み
方
に
つ
い
て
、
今
ま
で
正
確
に
抗
ん

一
、
今
ま
で
正
確
に
洗
ん

吉
川
昭
（
一
品
回

で
く
れ
た
の
は
中
村
先

生
だ
け
で
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
と
懐
か
し
い

話
に
な
っ
た
の
で
す
。

中
村
先
生
は
厚
木
高
校

２
回
卒
業
で
我
々
の
先

輩
で
も
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
担
任
を
さ
れ

た
先
生
方
の
中
に
は
厚

木
高
校
の
卒
業
生
で
我

々
の
先
輩
が
何
名
か
い

ら
し
て
今
で
も
同
期
会

に
は
お
元
気
な
姿
で
お

見
え
に
な
ら
れ
、
懐
か

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す

。
今

年

は

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク
開
催
の
年
、
我
々
尚

沁
回
卒
の
Ｍ
期
会
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ

て
集
ま
ろ
う
と
３
Ｍ
目

の
開
催
を
本
年
皿
月
１

口
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
何
人
の
同
期
が
顔
を
見
せ
て
く

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
同
窓
会

誌
で
の
同
期
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
記
事

が
目
に
入
っ
た
と
、
今
年
３
月
型
日
の

コ
ン
ペ
に
２
名
新
た
に
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
二
人
と
も
在
校
時
に
私
は
接

点
が
無
か
っ
た
の
で
顔
も
名
前
も
判
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
や
は
り
同
じ
時

間
を
過
ご
し
た
同
期
で
す
、
親
し
み
は

他
の
メ
ン
バ
ー
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
猛

威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
開
催
を
色
々
検
討
し
て

く
れ
た
、
中
山
君
、
安
藤
さ
ん
、
二
人

の
幹
事
の
ご
苫
労
に
よ
り
記
名
も
の
参

加
背
で
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
ナ
ン
ノ
ソ

ノ
Ⅱ
と
盛
大
に
開
佛
さ
れ
た
の
で
し

た
。
特
に
中
山
符
に
あ
っ
て
は
胸
部
挫

傷
筋
肉
断
裂
し
て
い
た
身
体
で
プ
レ
ー

し
て
い
た
と
の
こ
と
が
後
口
判
明
し
ま

し
た
。
さ
す
が
に
商
校
時
代
ボ
ク
シ
ン

グ
で
鍛
え
た
だ
け
の
こ
と
は
有
る
と
感

心
し
た
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
興
味
深
い
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
偶
然
に
も
こ
の
同
期
会
コ
ン
ペ

と
同
日
に
高
校
犯
回
卒
の
同
期
会
コ
ン

ペ
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ

も
今
回
で
３
回
目
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
奇
遇
な
こ
と
に
彼
ら
も
僕
ら
と
同

じ
緑
バ
ッ
ジ
で
担
任
の
先
生
方
も
私
た

ち
の
担
任
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方

が
多
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
の
中

に
は
「
ナ
ム
シ
は
ケ
ム
シ
の
へ
ン
ケ
イ

か
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
覚
え
て
い
る
人
も

い
る
の
で
し
ょ
う
。
私
の
場
合
に
は
不

思
議
な
こ
と
に
緑
バ
ッ
ジ
の
先
輩
方
に

ご
縁
が
あ
る
よ
う
で
す
。
尚
お
回
、
加

川
、
Ⅳ
回
、
皿
Ｍ
、
皿
川
、
８
Ⅲ
、
５
Ⅲ
、

２
Ⅲ
。
偶
然
に
も
不
思
議
な
縁
を
感
じ

る
Ⅲ
窓
生
と
い
う
感
覚
で
す
。

駅
か
ら
戸
室
の
丘
へ
の
農
色
は
変

わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
教
室

の
窓
か
ら
見
え
る
阿
夫
利
の
高
髄
は
今

で
も
変
わ
ら
ず
雄
々
し
い
姿
を
見
せ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Ｏ
Ｂ
会
／
同
期
会
便
り
~~
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同
窓
会
本
部
で
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

神剰1 県聾毎辱鞄■窓会轄式ｻｲﾄで塊ロ軍会活■の支蚕､■告を行い皮す。
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【同窓会本部役員】

会 長熊坂隆光 （高’9） 7 大貫邦重

副会長小島信男 （高17） 8 町山良行

副会長大貫睦男 （高17） 9 鶴指眞澄

副会長井萱修巳 （高19） 10 石川倉｣－

副会長廣木孝幸 （高19） 11 泊瀬川孚

副会長杉岡芳樹 （高21） 12 伊藤修治

副会長石射正英 （高24） 13 新川勉
副会長八田育子 （高24） 14 大塚定男
副会長石塚修 （高28） 15 平野亮二

副会長新川勉 （高30） 16 剣持典子
副会長武藤俊宏 （高30） 17 伊藤桂
監 事 中戸jl l達夫 （高18) 18 小渕正志
監 事伊東一男 （高20） 19 中村伸行

【同窓会本部事務局】 2O 小菅和夫
21 高橋浩

事務局長石塚修 （高28）
22 山田和彦

事務局次長志村祐一 （高24）
23 足立 彦

事務局次長松下博俊 （高33）
24 毛利易

会 計安藤康惠 （高26）
25 八田誠

会 計長田靖子 （高33）
26 伊藤学

【理事】 （本年9月改選） 27 齋藤昌代

28 阿部洋
1 斉藤実 （高25）

2 高橋昌和 （高27） 29 真崎和秋
3 齋藤憲司 （高29） 30 今井雅裕
4 岡崎雄二 （高’5） 3’ 関野俊之
5 三沢賢一 （高21） 32 小川均

6 大矢正次 （高14） 33 入澤隆

【各地区同窓会支部】

1．伊勢原戸陵会 14.厚木連合戸陵会

会 長廣木孝幸 （高19） 会 長伊藤修治

事務局長斎藤実 （高25） 幹事長森久保純生

2．秦野戸陵会 事務局長足立 彦

会 長谷 茂 （高22） ①厚木戸陵会

事務局長松永光弘 （高24） 会 長橋本和己

3．津久井戸陵会 事務局長大沢弘

会 長菅野敬子 （高18） ②依知戸陵会

事務局長成瀬貞司 （高22） 会 長大塚定男

4.平塚戸陵会 事務局長鈴木正次

会 長落合重治 （高13） ③睦合戸陵会

幹事長渡辺兼行 （高19） 会 長平野亮二

5．相模原戸陵会 事務局長中山和男

会 長金子輝司 （高15） ④荻野戸陵会

事務局長三沢賢一 （高21） 会 長伏見情

6.座間戸陵会 事務局長土屋忠之

会 長大矢政次 （高14） ⑤小鮎戸陵会

事務局長瀬戸一幸 （高17） 会 長小島冨司

7．愛川戸陵会 事務局長遠藤美行

会 長大貫邦菫 （高16） ⑥南毛利戸陵会

幹事長井上隆 （高17） 会 長小渕正志

8.川崎市多摩麻生戸陵会 事務局長渡辺和男

会 長町山良行 （高11） ⑦玉川．森の里戸陵会

9.綾瀬戸陵会 会 長三橋敬司

会 長見上正信 （高23） 事務局長中山博方

事務局長八田誠 （高36） ⑧相川戸陵会

10.海老名戸陵会 会 長小菅和夫

会 長三橋正春 （高18） 事務局長小塩恒夫

事務局長鶴指眞澄 （高15） 15･清川戸陵会

11.三浦半島戸陵会 会 長山田和彦

会 長伊藤学 （高30） 事務局長落合秀夫

12．大和戸陵会 16.新潟戸陵会

会 長石川創一 （高18） 会 長青木茂治

事務局長長田靖子 （高33） 事務局長齊藤勝司

13.藤沢戸陵会（|日御所見） 17･関西戸陵会

会 長大貫睦男 （高17） 会 長齊藤十内

事務局長伊東満 （高25） 事務局長福本豊

18.さくら戸陵会

会 長八田育子

事務局長齋藤昌代
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［
同
窓
会
概
要
］

本
部
役
員
紹
介
／
会
則
／
母
校
教
育
振

興
基
金
規
定
／
活
動
活
性
化
補
助
金
交

付
要
綱
／
会
費
に
つ
い
て
な
ど

［
学
校
の
歴
史
・
校
歌
］

沿
龍
の
大
要
／
県
立
第
三
中
学
校
創
立

略
史
／
同
窓
林
の
歴
史
な
ど

［
お
知
ら
せ
］

側
期
会
・
Ｏ
Ｂ
会
情
報
／
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ

ー

な

ど

［
総
会
報
告
］

総
会
資
料
／
写
真
集
な
ど

［
支
部
会
の
ご
案
内
］

各
支
部
の
活
動
報
告
な
ど

［
同
窓
会
会
報
］

会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
／
各
支
部
会
報

／
部
活
Ｏ
Ｂ
会
報
な
ど

動
画
や
写
真
な
ど
、
多
彩
な
内
容
で

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

高
橋
幸
一
先
生
（
高
調
回
）
が
転
任

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
は
次
の
８

名
の
人
員
で
同
窓
会
の
校
内
役
員
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
、
堺
務
局
次
長
／
谷
田
和
久
（
商
調
同
）

・
堺
務
局
総
務
／
谷
川
刺
久

憧

井

久

男

（

商

訓

川

）

．
会
計
Ⅱ
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部
／
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仲
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子
（
高
師
回
）

魚
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志
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子

（
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沁
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）

池
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弱
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）

．
会
計
Ⅱ
部
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動
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基
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／

内

野

秀

明

（
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）
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橘
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有

（
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弱
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）

．
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／
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壺

井
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霜

烏
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郎

（
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）

・
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／

管
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久

男
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川

怪
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郎

校
内
事
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一
己
向
一
二
同

く

く ⑨
同
窓
会
広
報
委
員
長
の
小
島
信
男
氏

（
高
面
回
）
が
「
第
沼
回
県
民
功
労
者

表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
た
。
こ
の
表
彰
は

公
共
の
福
祉
に
貢
献
し
、
そ
の
業
績
が

特
に
優
れ
た
人
を
広
く
顕
彰
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
神
奈
川
県
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
県
の
最
高
表
彰
の

ひ
と
つ
。
今
年
度
は
産
業
・
経
済
の
分

野
か
ら
小
島
氏
が
選
ば
れ
た
。

⑨
小
島
氏
は
県
職
員
と
し
て
永
年
畜
雌

業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
畜
産

課
長
時
代
に
は
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳

症
）
の
早
期
沈
肺
化
に
尽
力
。
そ
の
後

畜
産
研
究
所
所
長
や
県
畜
産
振
興
会
副

会
長
な
ど
の
要
職
を
務
め
、
業
界
の
発

展
に
寄
与
し
続
け
て
来
た
。

近
年
も
Ｃ
Ｓ
Ｆ
（
豚
熱
）
の
ワ
ク
チ
ン

県
内
接
種
に
向
け
て
各
方
面
を
飛
び
回

る
な
ど
、
畜
産
業
界
へ
の
貢
献
は
続
い

て
い
る
。
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連絡先役職 氏名 卒回 所属戸陵会
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く
同窓会本部(副会長）

同窓会本部

相模原戸陵会

伊勢原戸陵会

秦野戸陵会

津久井戸陵会

平塚戸陵会

座間戸陵会

愛j l 戸陵会

海老名戸陵会

大和戸陵会

藤沢戸陵会

綾瀬戸陵会

厚木戸陵会

依知戸陵会

睦合戸陵会

荻野戸陵会

小鮎戸陵会

南毛利戸陵会

玉川・森の里戸陵会

相川戸陵会

清j l戸陵会

さくら戸陵会

厚木連合戸陵会

同窓会本部（事務局長）

同窓会本部(事務局次長）

同窓会本部(事務局次長）
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小島信男

青木治美

梶野眞知子

小澤久夫

古屋一恵

菅野敬子

月本大洋

鳥羽克彦

新井寛明

木下雅実

天岸涛昭

渡辺真一

八田誠

池田情

大塚重雄

吉川昭

難波伸幸

臼井志信

小島聡

三橋敬司

毛利澄夫

山田和彦

中村朋美

足立一彦

石塚修

志村祐一

松下博俊
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